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非武装、自治の伝統を守る
誇り高き島

小磯　修二
（北海道大学公共政策大学院　特任教授）

秋山財団：巻頭言

　私の専門分野は「地方の開発政策」である。経済活動を市場メカニズムにゆだねると、市

場の中心にある大都市圏は、集積が集積を呼び自律的に成長、発展していく。しかし、距離の

ハンディがある地方圏は、政策的な支援がまったくなければ格差は次第に拡大する。健全な

国づくりのためには、大都市と地方がバランスよく発展していくことが大切で、そのための政

策のあり方が私のテーマである。そこでは、国の政策のあり方とともに、国の政策を有効に活

かしながら安定した地域の活性化と自立に向けての地方の政策づくりに大きな関心がある。

　しかしながら、地域の活性化、自立に向けた政策のあり方は多種多様で、教科書やマニュ

アルのない極めて難しい応用問題である。それぞれの地域の特性や抱える課題、取り巻く環

境を科学的に分析していくとともに、地域の人々の意識醸成に結びつく政策手法も欠かせな

い。地域も生きた生命体であり、地域研究は人の生命に関わる科学研究と通じるものがある

ように感じている。

　応用問題を解く力を養うには、数多くの問題に挑戦し、そこから解く技法を身につけていく

ことが大切だ。世界中の様々な地域の姿、挑戦の事例を数多く実践的に学ぶことを心がけて

きたが、そこでは忘れがたい経験もある。その一つが、ヨーロッパのバルト海に面し、ス

ウェーデンとフィンランドに挟まれた小さな島、オーランド島である。

　リゾート地として有名なオーランド島は特に夏場は多くの観光客でにぎわう魅力のある島

である。しかし、このオーランド島は、欧州における軍事戦略上の要衝にあることから、かっ

てはロシア帝国が欧州最大の要塞を築き、クリミア戦争では英仏連合軍の総攻撃で壊滅的な

被害を受けるなど、幾多の戦乱に見舞われてきた悲惨な歴史がある。その中で実に19世紀の

半ばから、独自の自治政策を構築しながら完全に非武装による軍事中立地域として二つの世

界大戦をくぐり抜けてきたのである。その自立に向けた権利獲得の歴史には圧倒されるもの

がある。

　私が最初にオーランド島を訪問したのは、1992年10月であった。まだ私が大学に転じる前

で、北海道開発庁（現国土交通省）で北方領土問題を担当していた時期である。当時ロシア

はゴルバチョフ大統領による政策転換で、北方領土問題に新たな展開が出てくるのではという
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期待感が高まっていた。私は、以前から北方領土返還後のモデル地域としてオーランド島の

政策に関心持っており、外交交渉に影響を与えないように、非公式な形で調査訪問を実行し

た。大変緊張感のある訪問でもあったが、オーランドの政府、議会の関係者は実に温かく迎え

てくれた。

　当時オーランド議会事務総長であったヨハンセン氏は、オーランド議会に20年以上関わっ

てきた政策立案の中枢スタッフで、初訪問の私に対して大変丁寧に、自治の精神を守るため

に頑張ってきたかを語ってくれた。そこからは、北方領土問題の解決に向けて自分たちの経験

が少しでも役に立ってほしいという気持ちと、我々の取り組みは世界の歴史の中でも貴重な

経験であるという誇りが感じられた。

　オーランドの自治の歴史は、1917年のロシア革命によるロシア帝国崩壊に始まる。ス

ウェーデン人が多く住むオーランドは、独立を希望したが、フィンランドが反対し、その統治

のあり方については各国の思惑が対立し、最後は国際連盟の裁定に持ち込まれた。1921年に

裁定が下され、オーランドの非武装中立政策が認められ、フィンランドが統治権を持つが、公

用語はスウェーデン語とし、スウェーデンの文化、習慣に従うことを保証し、土地取得や選挙

権については独自の制度を認めることとされたのである。それ以降、オーランドは、非武装中

立政策を維持しながら、独自の課税徴収権、司法業務など一歩づつ自治権限を拡大していく

努力を積み重ねてきており、フィンランド国会でも議席を確保している。

　しかし、独自の権利を維持していくことは容易なことではない。私の歓迎会の席上で、出席

者が、「ヘルシンキに出かけていってオーランド人だというと、弱虫、卑怯者だといしめられ

た」と語るのを聞いた。フィンランドではオーランドの住民だけが徴兵義務を免れているので

ある。小さな島が独自の非武装中立を守っていくことの難しさを痛感した。

　オーランド議会の議場を訪問した時に、1921年の国際連盟による裁定の場面を描いた絵画

が掲げられていたのを見た。オーランドの人々にとっては、自分たちの国の帰属が決められた

歴史的な場面であり、特別な絵である。案内してくれた職員が、裁定したのは日本人と言われ

ているという説明を受けて、気になり、帰国後に調べたところ、1921年当時に国際連盟で事

務局次長をしていた新戸部稲造

がその裁定を行ったことが分かっ

た。

　長い苦難の自立に向けた歴史

の契機となった人物が、札幌農学

校で学び、日本人の精神形成に

多大な影響を与えた新戸部稲造

であることを知り、バルト海の小

さな誇り高き島と北海道が急に

近くなったような気がした。
オーランド議会に掲げられている、1921年の国際連盟による裁定の場面を描いた絵画。
左の立っている議長が新戸部稲造。
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を究研礎基の）スンエイサフイラ（学科命生るす連関に進増・持維康健、は人法のこ

奨励し、かつ、人材育成及び国際的な人材交流の活性化を促進し、その成果を応用技

術の開発へ反映させることにより、学術の振興及び地場産業の育成並びに道民の福祉

の向上に寄与することを目的とする。

　⑴　財団法人（助成型財団）

　代表理事　秋山 孝二

　・健康維持・増進に関連する生命科学の基礎研究に対する助成
　・生命科学の研究者の国内留学又は海外留学に対する助成
　・生命科学の海外研究者の招聘の助成及び国内研究者の海外派遣に対する助成
　・生命科学の進歩発展に顕著な功績があった研究者に対する褒章
　・生命科学に関する講演会の開催及びその企画に対する助成
　・先端技術研究・開発に対する助成及び研究開発の委託

に築構クーワトッネび及成育手い担にび並動活るすと的目を展発な全健の会社域地・
対する助成

　・地域社会の健全な発展への貢献者に対する褒章
　・その他公益目的を達成するために必要な事業

年度
区分

昭和62～平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 合　　計
件 万円 件 万円 件 万円 件 万円 件 万円 件 万円

賞
秋山財団賞 16 3,200 1 200 1 200 1 200 1 200 20 4,000
新渡戸・南原賞 22 100100 2 100 6 300

助

成

研究助成　一般
617 43,355

19 1,900 16 1,600 13 1,300 13 1,300
754 53,255

　　　　　奨励 19 950 21 191,050 17 850950
交流助成 19 580 19 580
招聘助成 44 1,175 44 1,175
刊行助成 1 30 1 30
講演等助成 110 5,090 4 200 114 5,290
社会貢献活動助成 51 2,276 18 813 8 340 478 6 299 93 4,206
ネットワーク形成 6 1,6501,280 6 1,229 5

10
620 22 4,779

合　　　　計 858 55,706 66 5,343 50 4,940 51 4,498 44 3,369 1,073 73,615
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〈理事・監事〉
役　　名 氏　　　名 主　な　る　現　職
理 事 秋　山　孝　二 秋山不動産（有）代表取締役社長
理 事 秋　野　豊　明 医療法人渓仁会　理事長
理 事 飯　塚　敏　彦 北海道大学　名誉教授
理 事 大　塚　榮　子 北海道大学　名誉教授
理 事 大和田　榮　治 北海道薬科大学 学長
理 事 大　西　雅　之 ㈱阿寒グランドホテル 代表取締役社長
理 事 金　川　弘　司 北海道大学　名誉教授
理 事 菊　地　浩　吉 財団法人北海道対がん協会　会長
理 事 小　池　明　夫 北海道旅客鉄道㈱ 代表取締役会長
理 事 吉　田　晃　敏 旭川医科大学 学長
監 事 萱　場　利　通 ㈱北海道総合技術研究所代表取締役会長
監 事 北　上　敏　栄 北上会計事務所　所長
監 事 墨　谷　和　則 ほくでんサービス㈱ 監査役

〈評議員〉
役　　名 氏　　　名 主　な　る　現　職
評 議 員 秋　山　健　一 日本医科大学　助教
評 議 員 明　峯　哲　夫 農業生物研究室　主宰
評 議 員 石　本　玲　子 元（株）電通北海道
評 議 員 今　村　紳　彌 北海道旅客鉄道（株）ＤＭＶ推進センター　主幹
評 議 員 上　田　　　宏 北海道大学北方生物圏フィールド科学センター　教授
評 議 員 菊　地　　　寛 一般社団法人日本放送作家協会北海道支部長
評 議 員 小　磯　修　二 釧路公立大学　学長
評 議 員 佐　藤　昇　志 札幌医科大学医学部病理学第一講座 教授
評 議 員 髙　橋　尋　重 北海道電力（株）お客さま本部　課長
評 議 員 丹　羽　祐　而 （株）丹羽企画研究所　代表取締役
評 議 員 森　　　美和子 北海道医療大学　客員教授

〈選考委員〉
研究助成
役　　名 氏　　　名 主　な　る　現　職
選 考 委 員 市　原　和　夫 北海道薬科大学大学院薬学研究科　教授
選 考 委 員 尾　島　孝　男 北海道大学大学院水産科学研究院　教授
選 考 委 員 川　浪　雅　光 北海道大学大学院歯学研究科　教授
選 考 委 員 黒　木　由　夫 札幌医科大学医学部　教授
選 考 委 員 高　井　　　章 旭川医科大学医学部　教授
選 考 委 員 高　岡　晃　教 北海道大学遺伝病制御研究所 教授
選 考 委 員 坪　田　敏　男 北海道大学大学院獣医学研究科　教授
選 考 委 員 出　村　　　誠 北海道大学大学院先端生命科学研究院　教授
選 考 委 員 時　野　隆　至 札幌医科大学医学部附属がん研究所 教授
選 考 委 員 畠　山　鎮　次 北海道大学大学院医学研究科　教授

平成23年4月1日～平成24年3月31日

平成23年4月1日～平成24年3月31日

平成23年4月1日～平成24年3月31日

兼社長

平成23年4月1日現在（敬称略）
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社会貢献活動助成等
役　　名 氏　　　名 主　な　る　現　職
選 考 委 員 明　峯　哲　夫 農業生物研究室　主宰
選 考 委 員 石　本　玲　子 元（株）電通北海道
選 考 委 員 栗　原　清　昭 社会福祉法人つばめ福祉会 理事長
選 考 委 員 伏　島　信　治 伏島プランニングオフィス 代表
選 考 委 員 山　崎　幹　根 北海道大学公共政策大学院 教授
選 考 委 員 湯　浅　優　子 北海道スローフーズフレンド帯広 リーダー

の団財てじ通を面政財、に々方たし同賛に業事び及的目の団財、はと度制員会助賛

基礎の充実と事業の拡大を支援して戴くための制度で、会員には法人と個人の２種類

があります。

（五十音順・敬称略）

秋山物流サービス（株） 大正富山医薬品（株）

（株）エイ・ケイ・ケイ 大鵬薬品工業（株）札幌支店

エーザイ（株） （株）北海道総合技術研究所

学校法人東日本学園 ヤクハン製薬（株）

第一三共株式会社  札幌支店

（五十音順・敬称略）

伊　　東　　　　　孝

浦　　崎　　雅　　博

谷　　中　　重　　雄

金　　岡　　祐　　一

萱　　場　　利　　通

菊　　地　　浩　　吉

田　　尻　　稲　　雄

徳　　田　　達　　介

古　　川　　　　　晃

干　　場　　俊　　一

前　　田　　三　　郎

八　　島　　壯　　之八　　島　　壯　　之

役　　名 氏　　　名 主　な　る　現　職
選 考 委 員 林　　　正　信 酪農学園大学獣医学部 教授
選 考 委 員 伴　戸　久　徳 北海道大学大学院農学研究院　教授
選 考 委 員 松　田　　　彰 北海道大学大学院薬学研究院 教授
選 考 委 員 三　宅　陽　一 帯広畜産大学畜産学部獣医学科　教授
選 考 委 員 吉　田　成　孝 旭川医科大学医学部　教授

平成23年4月1日現在、次の方々が会員となっておられます。

9社

12名
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平成23年4月1日～平成24年3月31日（受付順・敬称略）
年　月　日 寄　附　者　名

平成23年5月27日
6月13日
6月27日
7月29日
9月6日
9月14日
9月14日
9月15日
9月20日
9月26日
12月22日

平成24年3月12日
3月13日
3月15日
3月21日

（個人8名　団体1・法人6）

松　本　脩　三
谷　中　重　雄
ソシエティジェネラル信託銀行
武田薬品工業(株)
大田原　正　俊
(社)北海道薬剤師会
(社)札幌薬剤師会
小　林　恵美子
井　上　芳　郎
岡　村　　　進
卓球クラブ　クロッカス
寺井建設(株)
富田屋(株)
秋　山　孝　二
森　田　　　浩
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　　財団法人　秋山記念生命科学振興財団
科　　　目 決算額（単位：円）

Ⅰ　事業活動収支の部
　１．事業活動収入
　　　　基本財産運用収入
　　　　特定資産運用収入
　　　　会費収入
　　　　寄付金収入
　　　　雑収入
　　　　事業活動収入計
　２．事業活動支出
　　　　事業費支出
　　　　管理費支出
　　　　事業活動支出計
　　　　　事業活動収支差額
Ⅱ　投資活動収支の部
　１．投資活動収入
　　　　特定資産取崩収入
　　　　投資活動収入計
　２．投資活動支出
　　　　特定資産取得支出
　　　　投資活動支出計
　　　　　投資活動収支差額
Ⅲ　財務活動収支の部
　１．財務活動収入
　　　　財務活動収入計
　２．財務活動支出
　　　　財務活動支出計
　　　　　財務活動収支差額
　　　　当期収支差額
　　　　前期繰越収支差額
　　　　次期繰越収支差額

（平成23年4月1日から平成24年3月31日まで）
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収支計算書に対する注記

こるめ含を金り預び及金替立、金受前、金払前、金払未、金入収未、金預金現、はに囲範の金資
とにしている。なお、前期末及び当期末残高は に記載のとおりである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
科　　目 前期末残高 当期末残高

現 金 預 金
立 替 金
未 払 金

合計

財務諸表に対する注記

　　⑴　有価証券の評価基準及び評価方法
　　　　決算日の市場価額等に基づく時価法によっている。
　　⑵　固定資産の減価償却の方法
　　　　減価償却の方法は定率法によっている。
　　⑶　土地の評価基準及び評価方法
　　　　決算日の時価（路線価格）によっている。
　　⑷　消費税等の会計処理
　　　　消費税及び地方消費税の会計処理は、税込方式によっている。

（単位：円）
科　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産
基本財産積立預金
有 価 証 券
土 地
建 物
小　　　　計

特定資産
施設修理積立預金
助成準備引当預金
小　　　　計
合　　　　計



15

（単位：円）

科　　目 当期末残高 うち指定正味財産
からの充当額

うち一般正味財産
からの充当額

うち負債に
対応する額

基本財産
基本財産積立預金
有 価 証 券
土 地
建 物
小　　　　計

特定資産
施設修理積立預金
助成準備引当預金
小　　　　計
合　　　　計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
内　　　　　　容 金　　　額

経常収益への振替額
減価償却費計上による振替額
合　　　　　　計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
科　　目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高

建 物
構 築 物
什 器 備 品
ソ フ ト ウ エ ア

　　特になし
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　　財団法人　秋山記念生命科学振興財団

（平成24年3月31日現在）

科　　　　　目 金　額（単位：円）
Ⅰ　資産の部
．流動資産

　　　　現金預金
　　　流動資産合計

．固定資産
　　⑴基本財産
　　　　基本財産積立預金
　　　　有価証券
　　　　土地
　　　　建物
　　　基本財産合計
　　⑵特定資産
　　　　施設修理積立預金
　　　　助成準備引当預金
　　　特定資産合計
　　⑶その他固定資産
　　　　構築物
　　　　什器備品
　　　　電話加入権
　　　　ソフトウエア
　　　その他固定資産合計
　　　固定資産合計
　　　資産合計
Ⅱ　負債の部

．流動負債

Ⅲ　正味財産の部
．指定正味財産

　　　　積立預金
　　　　受贈土地
　　　　受贈投資有価証券

　　　　未払金
　　　　流動負債合計
　　　　負債合計

　　　　受贈建物
　　　指定正味財産合計
　　　（うち基本財産への充当額）

．一般正味財産
　　　（うち基本財産への充当額）
　　　（うち特定資産への充当額）
　　　正味財産合計
　　　負債及び正味財産合計
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　　公益財団法人　秋山記念生命科学振興財団
科　　　目 当年度（単位：円）

Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　　⑴経常収益
　　　基本財産運用益
　　　特定資産運用益
　　　受取会費
　　　受取寄付金
　　　雑収益
　　　経常収益計
　　⑵経常費用
　　　事業費
　　　管理費
　　　経常費用計
　　　評価損益等調整前当期経常増減額
　　　評価損益等計
　　　　当期経常増減額
　２．経常外増減の部
　　⑴経常外収益
　　　経常外収益計
　　⑵経常外費用
　　　経常外費用計
　　　　当期経常外増減額
　　　　当期一般正味財産増減額
　　　　一般正味財産期首残高
　　　　一般正味財産期末残高
Ⅱ　指定正味財産増減の部
　　　基本財産評価益
　　　基本財産評価損
　　　一般正味財産への振替額
　　　　当期指定正味財産増減額
　　　　指定正味財産期首残高
　　　　指定正味財産期末残高
Ⅲ　正味財産期末残高





1.　褒賞事業

2.　助成事業

3.　講演会

4.　贈呈式

5.　その他の事業

（1）研究助成

（2）社会貢献活動助成

（3）ネットワーク形成事業助成

1. 褒賞事業

2.　助成事業

3. 講演会

4.　贈呈式

5.　その他の事業

（1）研究助成

（2）社会貢献活動助成

（3）ネットワーク形成事業助成





　最近まで、ピロリ菌除菌によって胃がん予防ができるかどうかは世界中のがん研究者

にとって大きな興味の的でしたが、わが国からの大規模臨床試験により、ピロリ菌除菌

が早期胃がん患者EMR（内視鏡的粘膜切除術）後の二次胃がんの発生を約1/3に抑制す

ることが明らかになりました。この研究により、除菌を行うことで胃がん発生は減少す

ることが明らかになりましたが、同時に完璧に抑制できないことも明らかとなりまし

た。したがって、わが国から胃がんを撲滅するためには除菌後も定期的な胃の検診は必

要になります。ここでは、わが国から胃がんで亡くなる人をなくするための胃がん撲滅

プロジェクトを提案してみたいと思います。大きなポイントは、除菌による一次予防

（がんの原因予防）と検診による二次予防（がんの早期発見、早期治療）をどのように

組み合わせるかです。

1.　ピロリ菌除菌による胃がん予防の試み

　わが国で全国51施設の参加のもと、早期胃がんに対する内視鏡治療が行われた544例

を対象に無作為割付にて除菌、非除菌に分け、1年毎に3年間内視鏡検査を施行して胃

がんの異所性再発の有無を観察する大規模臨床試験が行われました。2006年9月にキー

オープンした結果、非除菌群から24例、除菌群から9例の異所性再発が観察され、危険

率1%以下で除菌群が胃がんの発生を有意に抑制したことが明らかになったのです。す

なわち、ピロリ菌の除菌により、新たな胃が

んの発生は3分の1以下に抑制されること、

萎縮性胃炎や腸上皮化生を発症していても効

果が認められることが明らかになりました。

この成果は2008年の8月に英国の権威のある

雑誌ランセットに掲載され、わが国のみなら

ず世界の重要マスコミにも取り上げられ国際

的にも高い評価を得ました。
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　日本ヘリコバクター学会は2009年に改訂ガイドラインを発表しました。このガイド

ラインのもっとも大きな特徴は この研究成果を尊重し“ピロリ菌感染症”すべてを除菌対

象としたことです。このガイドラインが発表されてから1年半後に、厚労省はピロリ菌

の除菌対象疾患を胃・十二指腸潰瘍のみから、胃マルトリンパ腫、血小板減少性紫斑病

(ITP)、早期胃がん内視鏡手術後の3疾患に広げ保険を適用してくれました。

2.　胃がん撲滅プロジェクトをどのように行うのか

　血清ペプシノーゲン法は以前からバリウム法に代わって胃がん検診に用いられること

が期待された検査法でしたが、未分化型胃がんなどの診断能に問題が指摘されていまし

た。これにピロリ菌抗体測定法を組み合わせることによって間接バリウム法をしのぐほ

どの正確さを取得したと評価されるようになってきました。血清ペプシノーゲン、ピロ

リ菌抗体測定法の結果から、ピロリ菌抗体陰性、ペプシノーゲン陰性群をA群、ピロリ

菌抗体陽性、ペプシノーゲン陰性群をB群、ピロリ菌抗体陽性、ペプシノーゲン陽性群

をC群、ピロリ菌抗体陰性、ペプシノーゲン陽性群をD群として4群に分けると、A群は

胃粘膜の萎縮性変化に乏しく胃がんの発生はほとんど見られません。B群は胃粘膜の萎

縮性変化は弱く胃がんの発生も少ないことがわかっています。C群は胃粘膜の萎縮が明

瞭に見られ、胃がんの発生の危険性は高いことがわかっています。D群の頻度はきわめ

て低いのですが、胃粘膜の萎縮は強く腸上皮化生を伴い、胃がん発生の危険性は最も高

いとされています。D群はピロリ菌感染が長期間続き胃粘膜は疲弊し腸上皮化生を伴っ

ており、ピロリ菌生育の環境としては適さなくなるため菌数が著減し、見かけ上、ピロ

リ菌抗体が陰性となるケースです。

 胃がん撲滅の戦略として、わが国の50歳以降の全員にA,B,C検診すなわち血清ペプシ

ノーゲン、ピロリ菌抗体測定を行うことを提案したいと思います。なぜなら、40歳代

までに発症する胃がんは少なく、3％前後しかいないため、対策型検診には見合わない

のです。採血の結果に基づいて50歳以上の胃の粘膜の状況をA,B,C,D群に分類します。

　胃がん撲滅プロジェクトを

図1に基づいて説明します。

①　これまでの報告を総合す

るとほとんど発癌の可能

性はないので、A群は以

後、対策型検診から除き

任意型検診（人間ドック

など）に移行させます。

②　B、C、D群については全

員除菌治療を行う必要が
図1.胃がん撲滅プロジェクト
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あります。

③　B群は、ピロリ菌陽性ですが、血清ペプシノーゲン正常であり萎縮性変化は軽

微と考えてよいと思います。この状況で除菌操作が加わると、発がんの可能性

はきわめて低くなります。つまり、除菌が成功するとB群はA群とほぼ同じ状況

になるので対策型検診から任意型検診に移行すべきであると思います。

④　C、D群は除菌後も内視鏡による定期的な観察が必要になります。

⑤　C、D群に萎縮性胃炎が存在するのは明らかですので、内視鏡検査は保険適用に

なります。3割の自己負担で行ってもらうことになります。

　

3.　胃がん撲滅プロジェクトの意義

　わが国の高齢者人口は団塊の世代が還暦を迎え急速に増加しています。胃がんの発生

率や死亡率は減少を続けていますが、高齢者人口が増加したことに伴い、胃がんの死亡

者数はむしろ増えてきているのです。したがって、団塊の世代が胃がん発生のピークを

迎える2020年過ぎには胃がん患者死亡者数は7万人に達する可能性が高いと思われま

す。わが国では胃がんの医療費として1年間で約3000億円が出費されていますが、何の

対策もせずに10年も放置すると胃がんの医療費は5000億円を超える可能性が大きいと

考えられます。特に化学療法に分子標的治療薬が応用されるようになってから医療費の

伸びが著しいのです。分子標的治療薬が最も多く導入されている大腸がんでは1人あた

りの医療費は200万円を超えるようになってきています。胃がんは1人あたり70万円の

医療費で算定しましたが、分子標的治療薬が導入されるたびに費用がかさんでいき、大

腸がんの医療費に近づいていくと思われます。そのため、予防に力を入れなければ医療

費の増大を食い止めることが出来ないのは自明です。

　除菌をした後、内視鏡で定期的に経過観察すると胃がんが発生したとしてもその大半

が早期胃がんとして発見され、亡くなる確率はきわめて低くなります。胃がん撲滅計画

を行うことで、胃がんで亡くなる人の数は激減し、今世紀中程にはわが国から胃がんを

撲滅できる可能性が高いと考えられます。わが国の国民病とも言える胃がんを撲滅する

ためには、胃がんの大半がピロリ菌感染によって生じることを国民に理解してもらうよ

う務めることであり、その撲滅戦略には日本政府自らが先頭に立つ必要があります。

40歳以前の方については早期に（たとえば成人式にピロリ菌抗体検査を義務づけるな

ど）ピロリ菌の検査を行い、陽性ならすぐに除菌を行う方式を採用することによって胃

がんの大半は抑制可能となると考えています。

　限られた枚数での執筆ですので、より詳しい理解のためには拙著『胃の病気とピロリ

菌』（中公新書）を読まれることをお勧めします。
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新渡戸・南原賞

北城格太郎

　ご紹介いただきました北城でございます。

　まずは、今回の賞を決めていただきました新渡戸・南原基金代表の鴨下重彦先生をは

じめとする諸先生方ならびに、この基金の運営をご支援いただいている公益財団法人秋

山記念生命科学振興財団の秋山孝二理事長様に厚く御礼申し上げます。

　また、先ほどは橋本様より過分のご紹介をいただきまして、有難うございました。

　今回いただきました、新渡戸・南原賞は、尊敬する新渡戸稲造先生、南原繁先生の精

神を受け継ぎ、次世代の育成に努めた人に贈られる賞ではありますが、私はこれまで、

ビジネスの世界で仕事をしてきており、教育者ではありませんし、受賞に値するほどの

活動はいたしておりません。

　しかし、今回の受賞は、私にとって３つの意味で大変有難く思っております。

　一つは、経済同友会の教育委員会委員長の時に始めた経営者と学校の交流活動という

地道な活動を認めていただいたことです。国際化が進む日本社会が求める人材像はかつ

てのように知識を吸収して前例を尊重して行動する社会人から、自ら考え、自分の判断

で新しい事に挑戦する社会人に変わりつつあります。こうした変化が教育の場に充分伝

わっていないことを感じ、主として公立の中学に出向き、学生、保護者、教員の方々に

社会の変化と働くことの意義を語りかけてきました。幸いこうした活動は現在も続いて

おり、毎年延べ100人以上の経営者が教育の場に参加しています。

　二つ目は、これまで新渡戸・南原賞を受賞された尊敬する樋野興夫先生、湊晶子先

生、池田守男様をはじめとする先生方の環に加えていただいたことです。大変名誉な事

だと思っています。

　そして三つ目は、国際基督教大学の理事長としての職責の重要性を認めていただいた

ことです。国際基督教大学（ICU）は、1953年に「神と人とに奉仕する人材の育成を通

じて、平和な世界の構築に貢献することをめざして」建学されました。まさに、新渡戸

稲造先生の言われた「われ太平洋の橋とならん」との志を持つような教養豊かな国際人

を育てようとして努力している大学です。この国際基督教大学の開学10周年記念式典

には、南原繁先生がご出席され、「わが日本の学問と文化の発達に貢献されんことを願

新渡戸・南原賞受賞スピーチ

（日本アイ・ビー・エム最高顧問、経済同友会終身幹事、国際基督教大学理事長）
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う」とお話しいただいております。

　私はご祝辞をいただきました橋本徹様の後任として国際基督教大学の理事長に選任さ

れてから、実は１年余しか経っておりません。今回の受賞は、新渡戸・南原基金趣意書

にあります「国際平和と教育に力を注いだ新渡戸稲造と南原繁の精神に学び、これを受

け継いで現代社会の諸問題のなかで応用を考え、次世代の育成を図ることは今日の私た

ちにとって大いに意義のあることと考えられる」との趣旨を大切にして、国際基督教大

学の理事長として今後努力せよとの意味と理解しております。今回の受賞を励みとし

て、神と人に奉仕する国際人を育てることに一層努力いたします。

今回、受賞させていただきまして誠に有難うございました。
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新渡戸・南原賞

二人の精神的リーダー
―新渡戸・南原賞受賞挨拶―

三谷太一郎
（東京大学名誉教授、日本学士院会員、宮内庁参与）

　新渡戸・南原という二つのビッグ・ネームを冠した賞をいただくこととなり、光栄に思い

ます。これまでこの二人の学者から多くを学んできただけに、特別の感慨があります。

　二人はそれぞれの時代の日本を代表する精神的リーダーでありました。新渡戸稲造は戦

前の日本が最も国際主義的であり、かつ最も自由主義的であった時代を代表し、その時代

の精神を導いたリーダーであります。学者としての新渡戸にはいろいろの面があります

が、今日から見て重要なのは、日本におけるアメリカ研究の先駆者の役割を果たした点で

あると思います。そしてアメリカを通して日本の進む方向を洞察した点であると思いま

す。新渡戸は若き日に東京大学の外山正一の社会学講義やアメリカのジョンズ・ホプキン

ズ大学のリチャード・イーリーの社会学講義を通して学んだ英国の社会学者ハーバート・

スペンサーの社会進化論に則って、人類社会は軍事型社会から産業型社会に移行するので

あり、日本もまたその例外ではないという見通しを立てました。よく知られているように、

多くの青年読者を引き付けた同時代の先進的知識人徳富蘇峰の『将来之日本』（明治19

年）もまたスペンサーを踏襲しながら、「武備社会」から「生産社会」へという同じ見通し

を示しています。

　スペンサーの社会進化論は明治日本の社会科学における共通の前提であったのみなら

ず、産業型社会の形成の途上にあった同時代のアメリカにも強い影響を及ぼしました。ア

メリカにおいては、それは単に学問的影響を及ぼしただけでなく、有力な企業家たちをも

捉え、資本主義の発展を推進するイデオロギー的要因として働いたことがアメリカの歴史

家リチャード・ホフシュタッターの有名な研究『アメリカ思想における社会進化論』

（1944年）によって明らかにされています。新渡戸の『武士道』もこの社会進化の仮説に

則って書かれたものであり，日本における軍事型社会の最高の道徳である「武士道」が軍

事型社会の崩壊後、アメリカにおいて最も典型的に形成されつつある産業型社会の道徳

（新渡戸はこれを「武士道」に倣って「平民道」と名付けましたが）にいかに継承されてい

くのかという問題意識から『武士道』は書かれたと私は理解しています。一高生徒として

新渡戸校長の「倫理」講義に反発した芥川龍之介は、後に「武士道」批判（そして新渡戸

批判）をモティーフとする短篇「手巾」を書いていますが、このような批判に耐えうる「武
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士道」は「平民道」として再生したものでしかありえないというのが新渡戸の考えであっ

たと思います。今日の日本において産業型社会の最先端を行くアメリカを通して日本を見

るという視点は多くの分野で一般的でありますが、その原点は新渡戸にあったと考えま

す。

　南原繁は、戦後の日本において旧体制の崩壊（それこそ軍事型社会の崩壊）に伴って生

じた精神的無政府状態の中で、日本という国民共同体を再生させる新しい精神的秩序の理

念を吹き込み、実際にそれを建設する指導的役割を果たした精神的リーダーでありまし

た。敗戦によって生じた無秩序の状態に対して秩序を与えるという事業を精神面において

担ったのが南原でありました。南原はそれを「精神革命」と呼びました。南原は「精神革

命」によってのみ、失われた精神的秩序を回復しうると考えたのです。「精神革命」の第

一歩が教育改革でありました。それを主導するリーダーとなった南原は、かつて明治末年

に一高生徒として、3歳年少の芥川とは逆に強い精神的影響を新渡戸から受けました。そ

して戦後の「精神革命」のモティーフもまた新渡戸から得たのです。昭和24年12月南原が

東京大学総長として「被占領国に関する全米教育会議」において、日本における教育改革

の理念について講演するために渡米した際、新渡戸の遺品である外套を着用していたこと

は象徴的意味をもっていると思います。もちろん南原に強い影響を与えたもう一人の師は

内村鑑三でありますが、戦前・戦中に比して、戦後の南原には新渡戸の影響がより前面に

出ているように思われます。

　南原は教育改革に際して、新渡戸によって体現された「教養」の理念を教育の主要な目

標として掲げました。この点では『大衆の反逆』（1930年）の著者、オルテガ・イ・ガ

セットが『大学の使命』（1930年）において、大学教育の改革の理念として掲げたものと

同じでありました。「教養」とは要するに他者を理解する基礎的能力であります。旧体制

における専門家支配（軍事専門家をはじめとするエリート支配）が敗戦によって破綻した

現実の中で、南原は広く一般国民レベルにおける「教養」の確立を新しい教育の目標とす

る教育制度の改革を試みたのであります。それはちょうど新渡戸が「武士道」という貴族

道徳の再生を「平民道」（道徳としてのデモクラシー）の確立に求めたのと同じでありま

した。

　新渡戸・南原の思想の系列が教育を通して戦後66年の日本の形成に大きな指導的役割

を果たしてきたことに疑いはありませんが、今日の第二の戦後ともいうべき日本の危機的

状況の中で、それをどのように継承し、発展させるべきかが今問われていると思います。
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⑴　研究助成
〈一般助成〉

（受付順・敬称略）

研 究 者 研　究　テ　ー　マ 助成金額

（他共同研究者1名）

100万円

100万円

（他共同研究者2名）

100万円

100万円
（他共同研究者2名）

（他共同研究者1名）

（他共同研究者4名）

100万円

100万円

100万円

100万円

100万円

（他共同研究者3名）

100万円

（他共同研究者1名）

100万円

北海道大学大学院医学研究科
　教　授　渡 辺 雅 彦

北海道大学大学院農学研究院
　助　教　小野寺 康 之

北海道大学大学院歯学研究科
　准教授　東 野 史 裕

北海道大学大学院歯学研究科
特任准教授 樋 田 京 子

北海道大学北方生物圏
フィールド科学センター
　助　教　星 野 洋一郎

北海道大学大学院
医学研究科連携研究センター
特任准教授 増 渕 悟

北海道大学大学院水産科学研究院
　准教授　工 藤 秀 明

北海道大学遺伝子病制御研究所
附属感染癌研究センター
　准教授　地 主 将 久

北海道大学大学院
水産科学研究院
　助　教　平 松 尚 志

札幌医科大学医学部
　助　教　古 橋 眞 人

函館短期大学食物栄養学科
　講　師　澤 辺 桃 子

小脳神経回路の形成と維持におけるグルタミン酸輸送

体の生理機能の解明

ホウレンソウにおける性決定遺伝子座の構造決定

新規の腫瘍溶解アデノウイルス開発のための基礎研究

腫瘍血管内皮細胞の薬剤耐性獲得に関与するがん由来

液性因子の解明

単一細胞オミックスによる花粉管内生殖細胞の網羅的

解析による受精機構の解明

低酸素領域への効果的な時間治療を目的とした腫瘍内

細胞時計振動分布の解明

カラフトマスの性成熟に伴う背部隆起の解明：海洋由

来コラーゲンの有効利用を目指して

ヒト癌における抗癌剤を介した抗腫瘍免疫活性機構の

解明

卵巣特異リボ蛋白質受容体を標的とした魚卵・稚仔魚

への物質輸送システムの開発

心血管・代謝疾患における脂質シャペロンと小胞体ス

トレスの役割解明と治療への応用

腸炎ビブリオの走化性関連遺伝子発現で探る調理環境

でのセンシングと生き残り作戦



38

研 究 者 研　究　テ　ー　マ 助成金額

※所属・役職等は申込み時のものです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(13件：1,300万円)

〈奨励助成〉

（受付順・敬称略）

研 究 者 研　究　テ　ー　マ 助成金額

50万円

50万円

50万円

50万円

50万円

50万円

50万円

50万円

（他共同研究者1名）

100万円

（他共同研究者2名）

100万円

北海道大学大学院医学研究科
　講　師　西 屋 禎

旭川医科大学医学部
特任准教授 川 辺 淳 一

ｉNOS分解系の生理機能とその異常が引き起こす病態

の解明

新生血管の成熟化制御機構の解明

17名

ルーメン細菌によるヘミセルロース分解の分子機構の

解析

多彩な構造を有する生物活性天然物を素材とした新し

い創薬シーズの開発

脂溶性物質の消化管吸収に及ぼす乳化とトランスポー

ターの影響

環境ストレスにより活性化される転移因子の制御機構

の解明

ロジウム触媒による光学活性多置換クロマン誘導体

の触媒的迅速合成法の開発

プリオン病の病態形成に関与するミクログリアの性状

および機能解析

サルモネラ食中毒起因菌の血清型および遺伝子型も

関する疫学的解析

恐怖の記憶と衝動性―共通の神経基盤解明による統合

的理論の構築

天使大学看護栄養学部
　助　教　岩 渕 絵里子

北海道大学大学院
医学研究科
特任助教 大 村 優

北海道大学大学院
農学研究院
　助　教　佐分利 亘

北海道大学大学院
薬学研究院
　准教授　久保田 高 明

北海道大学大学院
薬学研究院
　助　教　佐 藤 夕 紀

北海道大学大学院
理学研究院
　助　教　伊 藤 秀 臣

北海道大学大学院
薬学研究院
　助　教　大 西 英 博

北海道大学大学院
獣医学研究科
　講　師　長谷部 理 絵
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研 究 者 研　究　テ　ー　マ 贈呈額

50万円

50万円

50万円

50万円

50万円

50万円

50万円

50万円

50万円

（17件：850万円）※所属・役職は応募時のものです。

癌で増殖する免疫抑制細胞の抑制機能を解除するシグ

ナルの探索

lgG4関連疾患の病態解明と新規治療法の開発

ミクログリアによる傷害細胞の貧食・除去機構の解明

糖を原料としたベンジルイソキノリンアルカロイド発

酵生産法の開発

メラノコルチンによる制御性T細胞の生成機構と皮膚癌

免疫回避の関連性に関する検討

北海道のアライグマとエゾタヌキにおける疥癬およ

びジステンパーの疫学研究

マウス副嗅球神経細胞の興奮性解析

天蚕由来新規生理活性ペプチドの細胞増殖抑制機能の

分子機構の解明

自然免疫機構を活性化するDNAの探索とその機能解析

北海道大学大学院
医学研究科
　助　教　志 馬 寛 明

札幌医科大学医学部
　助　教　山 本 元 久

北海道大学大学院
薬学研究院
　助　教　片 山 貴 博

北海道大学大学院
工学研究院
　助　教　佐 藤 康 治

北海道大学遺伝子病制御研究所
　助　教　香 城 諭

北海道大学大学院
獣医学研究科
客員研究員 佐 鹿 万里子

旭川医科大学医学部
　助　教　野 口 智 弘

北海道大学大学院
先端生命科学研究院
　助　教　神 谷 昌 克

北海道大学遺伝子病制御研究所
　助　教　早 川 清 雄
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⑵　社会貢献活動助成

（受付順・敬称略）

受 領 団 体 代表者 応 募 事 業 名 助成金額

道産食材発見！実行委員会
実行委員長

小島　紳次郎
安全・安心は当たり前！
美味しい道産食材を再発見！

50万円

6件に助成しました。
17件

野生動物リハビリテーター協会
理事長

金川　弘司
野生動物リハビリ活動促進の
ための広報活動

50万円

特定非営利活動法人
大沼・駒ヶ岳ふるさとづくりセンター

理事長

幅口　堅二
大沼ふるさとの森
ゲートウェイプロジェクト

49万円

北海道コミュニケーション
教育ネット

代表

岩崎　義純
コミュニケーション
教育ネットワーク事業

50万円

ＮＰＯ法人
さっぽろ自由学校「遊」

共同代表

宮内　泰介
夕張の価値発見と
再生プロジェクト

50万円

特定非営利活動法人
炭鉱（やま）の記憶推進事業団

理事長

吉岡　宏高
地域資源（炭鉱の記憶）
価値創造スクラム

50万円

※団体名、代表者は応募時のものです。 （6件：299万円）
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　北海道発の新しい公共の担い手（社会起業家）の育成を目的として、分野横断的な課題に対してネットワー
クを形成し、解決に取りくむプロジェクトの支援。主眼は人材育成、ネットワーク構築。3年間の継続助成。
今年度について、26件の応募プロジェクトの中から次の5プロジェクトに助成しました。

1年目

3年目

プ ロ ジ ェ ク ト 代 表 者 助成金額

積雪・極寒冷地域のいのちを護る防災・減災への取り組み―

いきるための力を創出する
根本　昌宏

道内の意思伝達支援普及プロジェクト 杉山　逸子

Rio+20 北海道ネットワークプロジェクト 久保田　学

遺骨奉還・和解と友好のための東アジアネットワーク 殿平　善彦

森と里つなぎプロジェクト 陣内　　雄

200万円

200万円

70万円

50万円

100万円

（5件：620万円）

世界先住民族ネットワークAINU 萱野　史朗 200万円

（1件：200万円）

⑶　ネットワーク形成事業
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財団法人日本総合研究所　理事長
多摩大学　学長
株式会社三井物産戦略研究所　会長

寺　島　実　郎　先生

平成 23 年 9 月14日、札幌プリンスホテルにおいて、財団法人日

本総合研究所理事長・多摩大学学長・株式会社三井物産戦略研究

所会長でらっしゃる寺島実郎先生を講師にお迎えし、「世界を知る

力  日本創生」という演題で、お話をしていただきました。

〈9.11から10周年〉
アメリカがイラクからの撤退という段階を迎えて、中東には1968年に大英帝国がスエズ運河の東側から引き下がっ
た時に相当するような地殻変動が起こりつつある。シリアやリビアまでが激震の中にあるが、その背後にある構造は
世界におけるアメリカのリーダーとしての役割が大きく崩れつつあるということ、それが9.11から10年を経て我々が
目撃していることの凝縮した姿である。
〈アメリカの凋落〉
アメリカは自国の青年を6200人死なせ、1兆3千億ドルの戦費をかけたにもかかわらず、イラクおよび中東から去ら
ざるを得ない状況にある。冷戦崩壊後のアメリカ一極支配、ドルの一極支配、唯一の超大国のアメリカという状況か
ら、ドルの基軸体制の静かなる崩壊が始まりつつある。
〈ＩＴ革命〉
冷戦が終わり、軍事目的で開発した技術の民生転換による IT 革命で蘇るアメリカなるものをつくり、それに冷戦の
唯一の勝利者となったアメリカは90年代に入り、中東政策の失敗によって衰亡しつつあるといったところから、蘇っ
て来る姿を見せていた。ところが、2001年の9.11はアメリカの世紀と言われた20世紀の終わりを告げるまさに晩鐘
と言えるのではないか。
〈ドル基軸体制の崩壊〉
戦費拡大による財政赤字によって、アメリカなるものが急速に衰亡し、ドル基軸体制が崩壊していくという世界の大
きな構造変化に対して、どう対処するのかという強い問題意識を持って向き合わなければいけない。
〈3.11、不安と恐怖心〉
東京電力福島第一原子力発電所事故による放射能汚染、被爆なるもののインパクトはいつ、どういう形で、どういう
程度に現れるのかという予測の難しさから我々は恐怖心と不安に駆りたてられる。恐怖心にさいなまれて、とてつも
なく理性を失ったような議論に傾斜しがちであるが、今我々が取り戻さなければならないのは、まさに理性であり、
知性である。
〈歴史意識の必要性〉
我々が直面している事態は東北地域の太平洋岸に防波堤を作りかえて、街並みを再建すれば復興ができるという
ような話ではなく、原発の問題を含めて、日本人の背負ってきた歴史、戦後の近代化など、あらゆるものを深く視野
に入れて、相当程度に下っ腹に力を入れて我々が今立っているところを見直さないと、復興や復旧、次なるビジョン
や進路といったものは見えてこない。
〈天才空海の思想〉
高野山大学の講演を通じて、空海の遣唐使としての傑出した語学力、土木工学の技術、冶金工学の技術、金を溶か
すための水銀の技術、さらには薬学などに発揮された理系能力、高野山の大伽藍建立に見られるエンジニア技量な
どを備えた凄い人物であったことを実感した。弘法大師、まさに大なる師という言葉にふさわしい人物だった。
〈親鸞の絶対平和主義〉
世の中の善や悪という概念は、社会的地位があるとかないとか、金持ちや貧乏ということを含めて、あらゆる概念が
そんなものはたいしたものじゃないというところに親鸞が目を向けたところが凄い。阿弥陀如来に帰依する親鸞の絶

◆講演要旨（講演レジュメより）
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経歴
北海道に生まれる
早稲田大学大学院政治学研究科修士課程修了
同年三井物産株式会社に入社
米ブルッキングス研究所出向
米国三井物産ニューヨーク本店情報企画担当課長
米国三井物産ワシントン事務所長
三井物産業務部総合情報室長
株式会社三井物産戦略研究所所長
財団法人日本総合研究所理事長
早稲田大学大学院アジア太平洋研究科教授
三井物産株式会社　執行役員
三井物産株式会社　常務執行役員
財団法人日本総合研究所　会長
多摩大学　学長
株式会社三井物産戦略研究所　会長
早稲田大学名誉博士学位
財団法人日本総合研究所　理事長

現在就任中
BIAC（OECDの経済産業諮問委員会）本部日本代表委員／貿易委員会副委員長
株式会社東京証券取引所アドバイザリー･コミッティー委員
森永製菓株式会社アドバイザリーボードメンバー
国立大学法人評価委員会委員
TBS番組審議会委員
全日本空輸株式会社経営諮問委員会委員
経済産業省　資源エネルギー庁総合資源エネルギー調査会電気事業分科会原子力部会委員
国土交通省　国土審議会計画部会委員　産業展望・東アジア連携専門委員会委員長
経済産業省　資源エネルギー庁エネルギー安全保障研究会座長

略　　　歴

経済産業省　産業構造審議会情報経済分科会セキュリティ基本問題委員会委員長
財団法人松ヶ岡文庫（鈴木大拙設立）理事
独立行政法人宇宙航空研究開発機構　宇宙科学評議会評議員
農林水産省　食料・農業・農村政策審議会専門委員
国土交通省　国際交通ネットワーク形成構想検討委員会アドバイザー
社団法人日本プロジェクト産業協議会・JAPIC日本創生委員会委員長
経済産業省　地球温暖化対応のための経済的手法研究会
環境省　日本カーボン・オフセット・フォーラム（J-COF）アドバイザー

対平等主義は、当時の世俗的権力は念仏を大変に恐れた。
今回の大震災のような事態に直面すると、親鸞の言葉が腑に落ちる。どうやって力を合わせて生き延びるかというと
ころに追い込まれて、ひとは瞬時にフラットな人間関係というものに目覚める。
〈日本創生に必要な全体地知〉
私が言いたいことは「自立自尊」です。日本人が気がつかないといけないのは、自分の運命は自分で切り拓くような、
しかし偏狭なナショナリズムに駆り立てられてではなく、しなやかに柔らかく世界とリンクしながら、自らの運命を自
ら切り拓いていく覚悟なくして、この大震災は乗り切れないということである。
人の心を動かす力とは、世界にはいろいろな価値観を持っている人がいるということを理解した上で、我 自々身のも
のの考え方や見方をしっかり持ち、それらの人たちを束ねて行く力、「全体知」である。
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文部科学省　中央教育審議会委員
連合（日本労働組合総連合会）運営評価委員
東京大学運営諮問会議委員
大阪府政策顧問
お茶の水女子大学運営諮問会議委員
神奈川県総合計画審議会会長
共同通信社「報道と読者」委員会委員
経済産業省産業構造審議会情報セキュリティ部会部会長
日本経済団体連合会日本ロシア経済委員会ウクライナ研究会委員長

内閣官房　宇宙開発戦略本部宇宙開発戦略専門調査会座長
農林水産省　「FOOD　ACTION　NIPPON」食料自給率向上推進委員会委員
経済産業省　資源エネルギー庁総合資源エネルギー調査会総合部会委員
総務省　ICTビジョン懇談会委員
国土交通省　建設業等の国際展開支援フォーラム座長
富山県　ロシア・欧米・環日本海物流・観光懇話会アドバイザー
株式会社NTTドコモアドバイザリーボードメンバー
国土交通省　国土審議会広域自立・成長政策委員会委員長
日航財団　理事
内閣府　原子力委員会国際専門部会委員
ものつくり大学（学校法人国際技能工芸機構）理事
大阪市市長特別顧問
総務省　グローバル時代におけるICT政策に関するタスクフォース国際競争力強化検討部会座長
財団法人電力中央研究所　特任顧問
文部科学省　国際交流政策懇談会委員
財団法人国立京都国際会館　評議員
北海道ガス株式会社　顧問
文部科学省　日中韓大学間交流・連携推進会議委員
農林水産省「食」に関する将来ビジョン検討本部委員
日経BP　環境経営フォーラム諮問委員会委員
経済産業省　産業構造審議会環境部会地球環境小委員会政策手法ワーキンググループ座長
北海道銀行　地域戦略顧問
川崎市先端科学技術成長戦略アドバイザー
アジア太平洋研究所　名誉顧問
経済産業省　産業構造審議会環境部会グリーン成長国際戦略小委員会小委員長
国土交通省　高速道路のあり方検討有識者委員会座長
文部科学省　大学の世界展開力強化事業準備会合委員
宮城県　震災復興会議委員
経済産業省　今後のエネルギー政策に関する有識者会議委員
文化庁　日本文化の発信施策の充実に関する有識者委員

その他付記すべき経歴

通産省産業構造審議会臨時委員
経済界大賞特別賞受賞
宮城県政策顧問
内閣府地方分権改革推進会議委員
朝日新聞大佛次郎論壇賞審査委員
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経済産業省産業構造審議会総合エネルギー環境合同会議委員
IT戦略本部情報セキュリティ専門調査会情報セキュリティ基本問題委員会委員
経済産業大臣表彰　個人表彰「情報セキュリティ促進部門」
総務省情報通信審議会専門委員
社団法人日本貿易会評議員
国土交通省　社会資本整備審議会専門委員
内閣官房　地球温暖化問題に関する懇談会委員
NPOネットジャーナリスト協会理事
新潟市拠点化戦略アドバイザー委員
アジア太平洋研究所推進協議会　議長
内閣官房　情報保全の在り方に関する有識者会議委員

著書

『経済人はなぜ平和に敏感でなければならないのか　－寺島実郎の発言Ⅱ』

『グリーン・ニューディール─環境投資は世界経済を救えるか─』

主なメディア出演
TBS系列『サンデーモーニング』

テレビ朝日系列『報道ステーション』

讀賣テレビ（日本テレビ系列）『ウェークアップ！ぷらす』

FM（ジャパンエフエムネットワーク）『オンザウェイ･ジャーナル　月刊寺島実郎の世界』

NHKラジオ第一『ラジオあさいちばん』のうち、『ビジネス展望』コーナー
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多数ご出席の中、札幌プリンスホテルで開催されました。
23 23 14

挨　拶

財団法人秋山記念生命科学振興財団理事長

秋山　孝二

　本日は、多数のご来賓のご臨席を賜り、

またお手伝いに（株）スズケン様から社員

の皆様に駆けつけて頂き、秋山記念生命

科学振興財団「平成 23 年度贈呈式」を開

催出来ますことは、大変光栄に存じ感謝申

し上げる次第でございます。

　秋山財団は昭和 62 年 1 月に設立以来、

今年で 25 年目の記念すべき年を迎えまし

た。地域・民間・助成財団として自主・自

立の原点を踏まえ、お陰様でこの間、総額

約7億4,000万円、1,073件の助成を行う

事が出来ました。

　本年度の研究助成は、北海道薬科大学

の市原和夫先生を委員長とされます 15 名

の選考委員によりまして、また社会貢献活

動助成は、社会福祉法人つばめ福祉会理

事長の栗原清昭先生を選考委員長とされ

ます6名の選考委員によりまして厳正且つ

公正に審議されました結果、合計 30 名の

方々と6団体と5つのプロジェクトに決ま

りました。

　「秋山財団賞」は、北海道大学大学院医

学研究科・特任教授の浅香正博先生が受

賞されました。

　実質的には 2 年前から引き継ぎました

「新渡戸・南原賞」の第 8 回は、北城格太

郎先生と三谷太一郎先生が受賞されまし

た。

　3 年前スタートの新規事業「ネットワー

ク形成事業」は、第一期5件が今年3月に

大きな成果を得て終了し、現在は残る1件

が3年目の継続活動中です。今年度からは

予定通り公募を行い、新たに 5 つの事業

が第二期としてスタートとしています。

　本日ここに、受賞されました皆様方に心

からお祝いを申し上げますとともに、当財

団の志をお汲み取り頂き、今後とも健康に

ご留意されまして、引き続き一層のご研鑽

を祈念申し上げます。

　さて、今年 2011 年は、3・11 の東日本

大震災で、地震・津波・原子力発電所爆発

事故による甚大な被害で、歴史に刻まれる

年となっています。私たちは、東北地方の

みならず、日本・世界と地球規模の今後に

も多大な影響を及ぼす現実と真摯に向き

合い、持続可能な社会の創造に向けて尽
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力していく覚悟が重要だと思います。

　この場で秋山財団の運営について現状

を若干ご報告申し上げ、ご挨拶と致します。

　1 つ目は、一昨年 12 月から、「公益財団

法人」という法人格として、順調に活動を

始めており、つい先日は北海道庁担当者に

よる最初の監査も終了しました。「民が担

う新しい公共」として、確実に財政基盤を

固めつつ、なお一層3・11以降の北海道の

将来に向けて貢献する決意を新たにして

います。

　2 つ目は冒頭にも申し上げましたが、今

年、秋山財団設立 25 周年を迎えるにあた

り、昨年度から「記念事業」を推進してい

ます。昨年の片桐一男先生の記念講演会

はその第一弾であり、この財団の原点であ

ります「『愛生舘事業』の志」を再度確認

する意図で開催致しました。今年は、それ

をまとめた「ブックレット」の発刊、資料・

書籍の収集・調査研究の継続、そして今年

7月には片桐先生による5日間連続の「古

文書講座」を開催して、広く本州からも含

めて多くの市民のご参加を頂きました。

　3 つ目は「コラボレーション」、「ネット

ワーク」の視座、拡がりへの期待です。い

わゆる研究分野での「アウトリーチ活動」

であり、市民活動分野での「コラボレーショ

ン」です。たとえば、昨年財団賞を受賞さ

れた上田先生は、今年の札幌でご自身が

主宰する国際学会で「市民講座」を開催さ

れました。市民活動助成では、当財団と前

田一歩園財団さんとの共同で報告会を開

催し、その模様をＵstreamでライブ・録画

配信して多くの方々と共有しました。また、

研究助成の募集要項には、「アウトリーチ

活動」の要望を書き込みました。これから

益々、ソーシャルメディア等も駆使した研

究者と一般市民とのコラボレーションが、

成熟した市民社会の醸成に寄与すると信

じています。

　4 つ目は、今検討中のものですが、財団

と助成受領者・団体との「パートナーシッ

プの形成」です。今年度中に、「秋山財団̶

未来像・2011 から̶」を策定し、助成受

領者には論文掲載等の機会提供支援、受

領団体とは密接な活動報告とアドバイス

等、インターネットのホームページも駆使

して、共に進化していく財団でありたいと

思っています。

　以上ご報告しました様に、当財団は一歩

一歩ではありますが、皆さま方の率直なご

意見・ご提言に耳を傾け、25 周年を節目

として、財団の初心である「生命科学（い

のち）の視座」を忘れることなく、着実に

前進して参りたいと思っています。

　本日ご列席の皆様には日頃のご支援ご

厚誼に感謝致しますと共に、引き続きなお

一層のご厚情を賜りますようにお願い申し

上げて、私のご挨拶と致します。
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祝　辞

北海道大学　総長

佐伯　　浩

　このたびの受賞者の皆様、まことにおめ

でとうございます。

　また、秋山理事長はじめ財団に関係する

皆様の生命科学振興のための御尽力に対

して、心から感謝申し上げます。

　秋山記念生命科学振興財団は昭和62年

に設立されて以来、「北海道の学術の振興

発展」「道民の健康と福祉の向上」それに

「北海道の地域国際化の促進」を目的に、

北海道における生命科学の研究者に対し

て助成等を行っていただいております。

　「ライフ・イノベーション」が、「グリー

ンイノベーション」とともに、「新成長戦

略」における成長分野の一つになるなど、

生命科学は我が国の重点研究課題となっ

ております。財団設立に携わった方々の先

見性に敬意を表したいと思います。

　特に、若手研究者の基礎研究を奨励す

ることに大きな特徴をもった本財団の見識

に敬意を表しますとともに、経済不況や低

金利といった時代の変化にあっても基本

財産の充実とその効率的運用により毎年

多額の助成を続けてこられたことに対し

て、多くの研究者を抱える組織の代表者と

して厚く御礼申し上げます。

　さて、本年度財団賞を受けられた北海

道大学浅香正博先生は、消化器病学にお

ける第一人者でありますとともに、ヘリコ

バクター・ピロリ菌と胃がんとの関連につ

いての医学的研究や除菌治療等に多大な

る貢献をされました。心よりお祝い申し上

げますとともに、今後、益々のご発展をお

祈りいたします。

　また、この度は新渡戸・南原賞を、北城

先生、三谷先生のお二方が受賞されたほ

か、一般助成に13件、奨励助成に17件、

社会貢献活動助成に６件、ネットワーク形

成事業の新規助成に５件の助成金が贈ら

れることになっていますが、それらの方々

にも心からお祝いを申し上げたいと思いま

す。中堅および若手研究者に対する研究

助成をすることも当財団の重要な方針と

伺っておりますが、研究者の方々におかれ

ましては、これを励みに良い成果を挙げて

いただきたいものですし、それが当財団に

対する恩返しかと思います。

　同時に、これまでの研究成果を更に発

展させまして、製品化・実用化ということ

にも目を向けていただければと思います。

　最後になりましたが、研究の推進、人材

の育成、国際交流、地域貢献等を使命とし

て設立されている秋山記念生命科学振興

財団の、今後益々のご発展と、北海道にお

いて生命科学に関する研究を奨励されて

いかれますことを御祈念申し上げます。

　受賞者の皆様、本当におめでとうござい

ました。
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新渡戸・南原賞選考経過報告

新渡戸・南原基金　代表

（代理　秋山財団　秋山理事長）
鴨下　重彦

　新渡戸・南原基金代表を務めてらっ

しゃいます鴨下先生は、残念ながら入院加

療中ということでございますので、私が鴨

下先生の代理ということで、ご報告させて

いただきます。

　今回は第8回の新渡戸・南原賞となりま

した。ご承知のとおり、新渡戸・南原賞は

2004年に創設された賞で、教育と国際平

和に情熱を傾けた新渡戸稲造と南原繁の

精神を受け継ぎ、次世代の育成に務めら

れた方に贈られます。

　新渡戸稲造は、「武士道」の著者として

有名でありますが、国際連盟事務次長とし

て国際的に活躍したことでも知られていま

す。同時に教育にも深く携わり、第一高等

学校校長として、生徒を教育し多くの立派

な人材を社会に送り出しました。またこの

頃から当時立ち後れていた女子教育にも

熱心に取り組み、東京女子大学の初代学

長としてその設立に力を尽しました。

　南原繁は第一高等学校で新渡戸稲造か

ら自由主義的な感化を受け、戦後は東京

大学総長に就任し、教育基本法の策定に

尽力しました。

　今回の受賞候補者は8名でした。本年5

月10日に開かれました運営委員会におい

て、審議をいただきました結果、お一人目

は、日本アイ・ビー・エム株式会社最高顧

問、経済同友会終身幹事、国際基督教大

学理事長の北城恪太郎様となりました。北

城様は新渡戸稲造の精神に共鳴し、企業

の社会的責任を重視し、自らも中高生や教

師向けの授業や講演を実践されてこられ

ました。また、教養教育を重視する国際基

督教大学理事長として、その管理運営に

尽力されています。

　もうお一方は、東京大学名誉教授、日本

学士院会員、宮内庁参与の三谷太一郎先

生となりました。南原繁の平和論や宗教観

をよく理解され、『聞き書き南原繁回想

録』の発刊に尽力されました。この『回想

録』の解説に「南原繁百歳」と題する見事

な一文を寄せています。また、南原繁シン

ポジウムにおいても、南原繁の思想を後世

に伝える講演に精力的に取り組まれていま

す。

　以上、第8回の新渡戸・南原賞につい

て、鴨下先生の代理としてご報告させてい

ただきました。

鴨下重彦先生は、2011年11月10日

にご逝去されました。先生のご功

績を偲び、謹んで哀悼の意を表し

ます。
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財団賞・研究助成選考経過報告

研究助成選考委員長
北海道薬科大学 教授

市原　和夫

　本日ご出席の皆さま、こんにちは。

　秋山財団賞を受賞なされる浅香先生及

び研究助成を受けられる皆様、おめでとう

ございます。本年度の研究助成選考委員

長をおおせつかりました北海道薬科大学

の市原和夫と申します。選考委員会を代表

いたしまして本年度の秋山財団賞と研究

助成に関する選考過程についてご説明い

たします。

　まず、北海道において生命科学の基礎

的研究の進歩・発展に顕著な業績をあげ

られた研究者に贈られます秋山財団賞で

ありますが、選考方法については事前の委

員会において、「15名の委員全員が推薦書

類を熟読し、各委員が独立した立場で、評

価・採点し、集計する。集計結果をもとに、

委員全員の協議によって受賞者1名を選

考する」と予め決めておきました。秋山財

団賞に対して5名の先生方がその業績に

基づいてご推薦されました。予め決めてお

いた方法に従って選考した結果、研究助成

選考委員会は、2011年度秋山財団賞に北

海道大学大学院医学研究科の浅香正博先

生を選考しました。受賞対象となる研究テ

ーマは、「ヘリコバクター・ピロリと胃がん、

特に除菌による胃がん予防についての研

究」です。浅香正博先生は、北海道大学医

学部をご卒業以来、北海道大学病院内科

学第3講座、消化器内科学分野で診療、研

究、教育に多大の業績を挙げられ、特に受

賞対象のヘリコバクター・ピロリの研究に

おいては、世界の第一人者として広く知ら

れております。高松宮妃癌研究基金学術

賞、朝日がん大賞、北海道知事賞、その他

多くの賞を受賞され、極めてレベルの高い

実績を挙げておられます。このようなことか

ら、研究助成選考委員会といたしまして

は、浅香正博先生の輝かしい業績を高く評

価いたしまして、北海道を代表する研究者

として秋山財団賞の受賞者にご推薦いた

しました。

　次に生命科学の基礎研究を対象とする

研究助成です。本年度は一般助成に81件、

奨励助成に53件と大変に多くの申込みが

ありました。選考に当たりましては、各委員

の専門分野をもとに1件につき2名の担当

を決め、それぞれ独立して申込書の一件

一件について内容を審査し、評価しまし

た。研究助成選考について留意したこと

は、従来通り基礎的研究、独創的な研究な

どでありますが、2011年度は特に、「北海

道という地域的特性に根ざした研究」、「女

性研究者への支援」、「助成研究から得ら

れた成果の発信(アウトリーチ活動)」を新

たに追加、あるいは上位に位置づけまし

た。選考委員の間で一定の共通理解が得

られ、審査が混乱することはありませんで

した。アウトリーチ活動は、自身の研究成果
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を国民一般に発信し、国民の科学技術へ

の興味や関心を高めることを目的としま

す。研究助成選考委員会は、積極的にアウ

トリーチ活動を選考基準に加えて、助成に

よって得られた研究成果が広く世の中の

役に立つことを支援したいと思っていま

す。

　選考の結果、一般助成13件、奨励助成

17件を採択いたしました。採択率は一般

助成が16%、奨励助成が32%となり、ほぼ

例年並みと思っています。多くの研究分野

や研究機関から申込がありましたが、研究

分野別、研究機関別の採択の分布はバラ

ンスのとれたものになったと思っておりま

す。

 最後になりましたが、厳しい経済状況の

中、北海道における生命科学の基礎的研

究の振興のためにご尽力いただいており

ます秋山理事長を始め、財団の関係の

方々に、改めてお礼を申し上げます。

　これをもちまして、研究助成選考委員会

としての報告を終わらせて頂きます。
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社会貢献活動助成選考等委員会経過報告

社会貢献活動助成選考等委員長

栗原　清昭

　社会貢献活動助成選考等委員会を代表
いたしまして、本年度の社会貢献活動助成
とネットワーク形成事業助成に関する選考
過程の概要についてご報告申し上げます。
　まず、社会貢献活動助成の選考過程をご
報告いたします。
　応募件数は17件でございました。審査基
準につきましては、新しい公共の担い手育
成の事業であり、萌芽的な事業であることと
いたしました。具体的な分野は「環境保
全」、「まちづくり」、「食・農実践」、「共生
社会」の４分野でございます。
　選考にあたりましては６名の選考委員が
それぞれ独立して全ての応募案件を審査
し、最終的に委員会での協議を経て決定さ
せていただきました。
　選考の結果、６件の事業を採択しました。

　次にネットワーク形成事業の選考経過を
ご報告いたします。
　２０１０年度をもって５件のプロジェクトに
対する助成が終了することに合わせて公募
を行いました。その結果２６件という予想を
大幅に超える申し込みがありました。
　審査基準につきましては、「北海道にお
いて、さまざまな領域が直面する新たな社
会的課題を解決させるために、ひとつの目
標に向かってさまざまな人々がプラット
フォームを形成して分野横断的な取り組み
を行い、新たな公共の担い手を目指すプロ
ジェクト」であること。共通するテーマは

「生命科学、いのち」であることといたしま
した。助成対象となるプロジェクトは、「ネッ
トワーク構築」、「事業創出」、「事業育成」
の３分野といたしました。
　ネットワーク形成事業の審査につきまし
ても６名の選考委員がそれぞれ独立して全
ての応募案件について書類審査し、委員会
における第１次選考に残った候補者つきま
しては、第２次審査として面接を実施いたし
ました。この２段階の選考の結果、5つのプ
ロジェクトについて新規助成として採択い
たしました。

　今年度も多数の意欲的な事業の応募が
寄せられ、私ども選考委員会といたしまして
も大変心強く思っております。このたび助成
対象となられました皆様には、事業を通じて
新しい発想や様々な人 と々の出会いが生ま
れ、その輪が広がっていくことを念願してや
みません。また、秋山財団がその一助となり
ましたら私ども選考委員会にとりましてもこ
の上ない喜びと存じます。

　選考過程の概要につきましては以上でご
ざいますが、北海道における新たな公共の
担い手育成のためにご尽力いただいており
ます秋山財団関係者の皆様に感謝申し上
げ、社会貢献活動助成等委員会の報告とさ
せていただきます。ありがとうございまし
た。
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⑴  刊行物の発行

⑵  施設の維持管理

⑶  情報化体制整備

.  その他の事業

　各種の助成公募の利便性を高めるために必要な書類等のダウンロード環境を整

備すると共に、速やかな情報公開に務めた。

　施設を財団事務局の業務に恒常的に使用するとともに、有効活用のための保守

整備に務め、また長期修繕・保守に関する計画書を作成した。

次の資料を発刊し、関係各部に配布した。
ア . 秋山財団年報ＶＯＬ.24・平成 22年度（500 部）
イ . 秋山財団ブックレット第 20号
「世界を知る力  日本創生」」（500 部）、平成 23 年度贈呈式における財団法人
日本総合研究所理事長・多摩大学学長・三井物産戦略研究所会長の寺島実郎
先生の講演録





秋山財団賞・助成金贈呈式

▲研究助成市原選考委員長の選考経過報告 ▲社会貢献活動助成等栗原選考委員長の選考経過報告

▲特別講演会場風景 ▲贈呈式理事長挨拶

▲特別講演  寺島実郎先生

平成23年度

平成23年9月14日

▲座長      秋山理事長

《講演会・贈呈式》



▲助成金の贈呈

▲佐伯北海道大学総長の祝辞▲助成金の贈呈

▲秋山財団賞の贈呈 ▲助成金の贈呈

▲助成金の贈呈



▲秋山財団賞受賞浅香先生の記念講演

▲秋山財団賞記念講演  会場からの質問

▲秋山財団賞記念講演座長の大塚理事

▲秋山財団賞記念講演の様子

▲墨谷監事による乾杯の音頭 ▲祝賀会の様子



▲祝賀会の様子

▲森評議員による中締め▲ネットワーク形成事業助成を受けられた
杉山さんの受領者スピーチ

▲秋山財団賞受賞された浅香先生と奥様 ▲祝賀会の様子

▲研究助成を受けられた岩渕先生の受領者スピーチ



《平成23年度一般助成》
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　私は、グルタミン酸という脳の伝達物質
が関わる機能の中で、発達期に起こるシナ
プス回路改築に興味を持ち、これまで20
年以上に渡って取り組んできた。この回路
改築の意義について話してみたい。
　大脳は高度な認知機能に関わる脳部位
で、個体の成長の最後に完成する。このた
め、生まれたばかりの段階では、ニューロ
ンは未熟で、ニューロン間の情報伝達の
接点となるシナプスも数少ない。ヒトでは、
1歳の誕生日をむかえるころまでに、大脳
のシナプスは爆発的に増加する。しかし、
この時期のシナプスは過剰で重複した混
線状態にあり、正確に情報を伝え処理す
ることができない。その後思春期にかけて
刈込みが進行する。ここでは、過剰に作ら
れたシナプスのうち、使われたシナプスは
強化されて残りそれ以外は消えていく。こ
のシナプスの刈込みと平行して、活動性の
高い回路は拡大し劣勢な回路は縮小する
というシナプス回路の可塑性も起こる。こ
の刈込みと可塑性を経て、回路の重複が
解消し出発地と目的地が正確につながっ
た機能的なシナプス回路へと改築され、
生育環境に適応するために必要な言語・
認知・感覚・運動・思考などの脳機能が飛
躍的に向上する。同様の刈込みは大脳以
外でも起こる。運動制御に関わる小脳プル
キンエ細胞は出生時には数本の登上線維
により多重支配されているが、成長期の刈
込みを経て1本の登上線維による単一支
配が確立し、歩行や姿勢などの運動制御
機能が格段に向上する。
　動物界の過酷な生存競争の中では、見
る、聞く、嗅ぐなどの優れた「感覚能力」を
身につけ、俊敏に体を動かせる「運動能

力」を獲得できた動物が、生存競争を勝
ちぬいてきた。しかし、感覚運動能力のど
れ1つをとっても動物界でトップとよべるも
のがないヒトであっても、ミクロの原子か
ら果てしない宇宙までを俯瞰できる優れ
た知能や、言語や文字による卓越したコ
ミュニケーション能力、そして道具や機械
を創造する能力などのおかげで、地球上で
最も繁栄する動物種になることができた。
一方、生まれたばかりのヒトは目も見えず
歩くことすらできず、放置されれば他の動
物の餌食になるだけの最もか弱い動物種
でもある。この事実は、ヒトはその成長期
に驚くべきスピードで高度な脳機能を獲得
していることを意味する。このような発達
の舞台裏において、「シナプスの刈込みと
可塑性」による競合と選別のプロセスが
粛 と々進行しているのである。

シナプス回路の刈込みと可塑性

渡辺　雅彦（北海道大学大学院医学研究科　教授）

上図は成長に伴うヒト大脳シナプス密度の変化。下
図は、成長期に起こるシナプス回路の刈込みと可塑
性を示す模式図。
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　ホウレンソウは私たちの生活でとても

身近な野菜ですが、この野菜には雄株と

雌株があることをご存知の方はそれほど

多くはないかもしれません。恥ずかしな

がら、私もホウレンソウの性決定機構に

関する研究テーマに取り組む8年前まで

は、このことを知りませんでした。その

ような私が、大学で学生さんにホウレン

ソウの雌雄について教えたり、共に考え

たりする立場になるとは、一昔前までは

思ってもいませんでした。

　ホウレンソウと出会う前は、主要穀物

のイネやモデル植物のナズナといった研

究コミュニティーが比較的大きくてバイ

オリソースも、ゲノム情報も、その他の

情報・ツールが充実している材料を使い

ながら、ポスドクという立場で研究に取

り組んできました。今思えば、とても華

やかで都会的な研究分野だったような気

がします。

　ところが、大学で職を得てホウレンソ

ウを材料に研究に取り組んでみると、バ

イオリソースも、ゲノム情報も、この野

菜には何にも無いことに気づかされまし

た （ や や 大 げ さ か も し れ ま せ ん

が・・・）。また、ホウレンソウの雌雄

決定機構を調べるためには花を咲かせる

必要があるのですが、野菜の育て方に関

する本をどんなに調べてもホウレンソウ

の花を上手に咲かせる方法はどこにも書

かれていません（花の咲いたホウレンソ

ウは、薹が立つといって食品としての価

値が無いのでわざわざそんなことは、誰

もしないので書いてないのは当然です

が・・・）。さらに、どの学会に出席し

ても、ホウレンソウの研究者に出会うこ

とは非常に稀なことです。つまり、ホウ

レンソウは“都会的”な研究材料ではない

ということです。一時期は、“都会的”な

研究材料やテーマをうらやましく思った

時期もありました。

　ある日、高名な先生が、最先端の研究

分野を“都会的な華やかな”場所だとイ

メージするかもしれないけれど、実際の

最先端は寂しくて何日も人に会わぬ原野

であり、大流行の研究分野の端緒となる

発見はそんな原野に転がっていたという

内容の文を書いているのを見つけました。

それは学生に向けられたものだったので

すが、迷いのある私を勇気づけるメッ

セージでもありました。

　ホウレンソウは都会的ではなく、研究

を進める上で不便なことが多い材料で未

開の原野に取り残されている気分になり

ますが、「ホウレンソウと出会って良

かった！」と確信をこめて叫べる発見に

巡り会う日が来ること信じて原野の開拓

に日々取り組んでいます。

ホウレンソウと出会って

小野寺　康之（北海道大学大学院農学研究院　助教）

元気に薹立ちしたホウレンソウ
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　最近、北海道大学では大学生に成り立

ての一年生に「フレッシュマンセミ

ナー」と称し、20人程度のゼミナール

形式の授業を行っています。大学という

新しい環境に親しみ、大学教育への導入

を助けるための授業で、受講者も多く全

国でも先駆的な教養ゼミの一つになって

います。

　私もフレッシュマンセミナーを担当し

ており、バーチャルサイエンス形式で

「がんの科学」と名付けた講義を行って

います。バーチャルサイエンスとは、私

が勝手に名付けた授業形式で、実験は行

ないませんがこちらから実験結果を提示

し、その結果から何が言えるかを解釈・

考察させ、次の展開を考えさせる講義で

す。もちろん結果を解釈できる最低限の

知識は講義します。クラスをいくつかの

グループに分け、グループ単位で討論さ

せた内容を発表・質疑応答させ、研究活

動を仮想体験させています。研究には、

実験で結果を出すことと同様に、結果の

解釈や考察、さらに次の仮設（疑問）を

考え出すことも重要であるという考えに

基づいています。

　バーチャルサイエンスを始めたきっか

けは、私がアメリカ留学中に知った大学

院生の進級試験です。この試験は

「General Exam」（大学によって呼び方

が異なるようです）などという名称で、

一番大変なのが口頭試問で、自分の研究

やそれ以外のサイエンスに関する知識、

研究の進め方、考え方などを教授たち相

手にディベートするという内容です。隣

のラボにいた大学院生（日本人）は、こ

の試験によってアメリカの科学者達は実

験以外の研究資質が鍛えられると言って

おりました。私も何とかしてこのような

教育が出来ないものかと考え、バーチャ

ルサイエンスを思いつきました。

　私の講義では「新しい細胞がん化メカ

ニズムの解明」という大きな目標を設定

しています。そして私が実際に過去に出

した結果を順次学生たちに提示し、解釈、

考察し、この目標に向かって議論を展開

していきます。驚いたことに、科学の知

識、特にがんに関する知識のほとんどな

い一年生でも、そんなに的はずれな展開

はありません。しかし、たまにむしろこ

ちらが啓発されるくらいの面白い解釈も

出てきます。これがこの授業の面白いと

ころです。今後はこの講義を大学院生に

も対応できるようにバージョンアップし、

さらに面白い考えをもった学生に出会い、

こちらも研究者として成長させてもらい

たいと考えています。

研究を教育する

東野　史裕（北海道大学大学院歯学研究科　准教授）

フレッシュマンセミナー「がんの科学」での討論・
発表風景
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　私は、卒後8年間口腔外科医として臨床
に従事したが、2005年に4年間の子連れ
留学を終え帰国したのち基礎研究の道に
進むことを決意した。幸いにも貴財団の研
究助成（奨励）を頂きそのお陰で、研究を
継続することができた。2009年4月、北大
初の連携プロジェクトのリーダーの一人と
して5年間の期限付きの特任教室を開設
することができ、現在薬学研究院の原島
教授のグループと共同で研究を進めてい
る。当時は小学校に入ったばかりの双子た
ちの子育てもまだまだ大変な時期であっ
たが、ここまで研究者として親として二足
のわらじをはきながら走り続けてきた感が
ある。その子たちも中学に入学、子育ても
新たなモード（物理的には楽になっている
が、精神的にはまだまだ放任はできない）
に突入している。研究面ではPIになって3
年経過したが、ラボをマネジメントするこ
との大変さと同時にやりがいも感じている。
初代培養の細胞を扱う研究は時間も労力
もかかる。そんな研究に歯学研究科のみ
ならず、医学研究科や理学研究院出身の
大学院生たちが参加、スタッフと一緒に頑
張ってくれている。自分は大学院生たちよ
り早く帰宅、子どもの用事でラボを不在に
することも少なくない。しかしこの数年で
大学院生の数も業績も倍増した。自宅の
ダイニングテーブルがもう一つの職場であ
り、もっぱら向かいに子どもたちが座って、
という環境で研究費申請や論文執筆、
メールなど、大半の仕事をこなしている。
どうしてもやるべきことをこなすには、自分
の仕事速度ではどうしても週末や日付け
が変わるまでPCに向かうことは仕方ない、

と割り切っている。子どもたちも時折そん
な状況に反乱を起こすことがある。そんな
時は思い切ってPCを閉じ彼らと過ごす時
間をできるだけ割くようにつとめる。ラボ
だってそうだ。バランスよくどの院生にも目
を配る必要がある。押したり引いたりで、
個人の目標と研究室の目標を一致させる
ことが大切だ。ということをこの数年で実
感した。
　親業をしながらラボマネジメントをする
ことは決して楽ではない。でも家族の看病
や介護などで仕事の時間に制約を受ける
こともあるだろうし、自分のことだけに没
頭できるわけでもない立場の研究者もい
るだろう、むしろ制約があるからこそどうし
たらうまく組織が運営できるか、自分が完
璧ではありえないからこそ、どうしたら仲間
とうまくやれるかを若かった頃より考える
ようになった、と思う。でも何より、家族、
上司、同僚・部下（大学院生たち）、この数
年間で恵まれた共同研究者の支えがあっ
てこそ、今の環境があると思う。人との縁
に恵まれていることに感謝しつつ残りの特
任期間、一人でも多くの後進たちに研究の
面白さを感じてもらえるようにということ
も考え努力したい。

ラボマネジメントと親業

樋田　京子（北海道大学大学院歯学研究科　特任准教授）

研究室メンバーと北大・樋田
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　もう20年くらい前の話、地方の小さな

キャンパスで過ごした大学院時代のことを

書いてみたい。まだインターネットなんて

なかった時代。

　図書館の棚だけが世界とつながってい

たのどかな時代だった。

　世界の動きを小さな図書館の新着雑誌

の棚で懸命に探ろうとしていたし、それは

それで満足な世界でもあった。

　お昼に生協で食事をし（生協のおば

ちゃんがおかずをサービスしてくれるまる

で親戚の家に行ったみたいな温かなとこ

ろだった。卒業のときに、ポロシャツをプ

レゼントしてくれた）、その帰りに温室に行

くか図書館に行くか。図書館に行く目的は

新着の雑誌を手に取ること。

　Plant CellやPlant Cell Reportsがお気に

入りで、当時の美しいカラー写真の表紙は

一号一号、今でも記憶から呼び戻すことが

できる。ある一時の記憶力はすばらしい。

　そんな毎日の中で出会ったのが、ひとつ

の論文。

　今でも忘れないその衝撃。

　タイトルからして釘付け。

“In Vitro Fertilization with Isolated, 

Single Gametes Results in Zygotic 

Embryogenesis and Fertile Maize 

Plants”

〈単離した卵細胞と精細胞を融合させて

植物に再生させたという植物版人工受精

の論文です〉

　部屋に戻ってすぐにドイツのその研究者

に宛てて手紙を書いた。

　電子メールのない時代。

　別刷（出版社が送ってくれる論文の抜き

刷りのこと）送付のお願いの手紙を書くと、

ただで、高品質のカラー印刷の論文を、航

空便で送ってくれたのだ。科学者の世界は

仁義にあふれていると思った。

　まれには、サインをつけてくることもあ

る。これがまたすごくうれしかった。

　電子メールではこうはいかない。

　めぐりめぐって、8年後に僕はその研究

室で研究をする機会を得ることができた。

　小さな街の小さなキャンパスの図書館

の棚が、やっぱり世界とつながって、こうし

て思いを叶えてくれたのだと思う。

　まだ、世代として自分たちの夢を大きく

描くことができたころの記憶。

　いまの時代には何の教訓にもならない

かもしれない。

　でも僕が研究を続けているひとつの小

さな源がこんなところにあるということを、

そして個人的にとても大切にしているとい

うことを書いておきたかった。

インターネットがなかったころの話

星野　洋一郎（北海道大学北方生物圏フィールド科学センター　助教）

ドイツ・ハンブルクにある研究所で。研究所に隣接
した植物園をよく散歩していました。
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　特任教員とは大学において大型プロ

ジェクトやテニュアトラックプログラム

のために期限付きで雇用される教員のこ

とです。ミッションに専念するため教育

などの様々なDutyが免除されている、

予算やマンパワーのサポートを受けるこ

とができるという特典がある反面、基幹

講座の教員とは異なり期限付きであるた

め実際の成果をあげなければ道は開けな

いという厳しい面があります。一方、組

織運営の側からすれば、特任教員という

システムは様々な分野の即戦力になる人

材を短期間で結集して大きな成果を出し

やすいという利点があります。

　個人的なレベルでは、より安定したレ

ギュラーポジションに移行したいという

希望は大学で研究を続けていくことを望

む特任教員であれば私も含めて当然誰も

が持つものでしょう。最近はポスドク→

プロジェクト特任準教授→ポスドクとい

う経歴の人も結構いるといった話を聞く

と私もうかうかしてはいられない気分に

なってしまいます。

　しかし、研究領域以外ではプロジェク

トを始めるために構成員を昇格させ終わ

れば元に戻すということを柔軟にやって

しまう組織があります。それはアングロ

サクソン国家（米、英）の軍隊です。ナ

ポレオン戦争から、ベトナム戦争に至る

まで戦争が起これば徴兵して軍組織を大

きくし、終われば速やかに縮小させてし

まう。それに伴い例えば第二次大戦の

ヨーロッパ戦線で活躍したアメリカの

パットン将軍はその軍歴において第一次

大戦時に大尉から大佐に昇進して戦争の

終結に伴いもとの階級に戻っています。

日本では降格人事はペナルティーとして

の意味合いを持つため（AKBからHKTに

行かされるとか）あまりありませんが特

にそういうことではない。古今東西、軍

事費は国の経済を圧迫するわけですから

仕事が終われば組織をたたんでしまうの

は最も合理的です。この柔軟な対応で米

英はここ2世紀破綻せずにうまくやって

こられたという説もあります。しかし、

巨大な組織がしかも戦勝国の軍隊が自ら

を縮小するのはなかなかできないことで

す。日本では「うまく行ったからプロ

ジェクト終了、チーム解散！」なんてな

かなか考えられません。特殊法人の改革

がうまく行かず結局増税だけやるといっ

た話からも良く分かります。こうしてみ

てみると、特任システムは米英軍の柔軟

な人事に似ていていいような気もします。

でも中にいる者としてはやはりパーマネ

ントな正規職を志向してしまいます。ガ

ンバロウ。

とく☆にん

増渕　悟 （北海道大学大学院医学研究科連携研究センター　特任准教授）

教室の忘年会 - Day and Nightにて。バンザイ！
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　日頃、私はサケの回遊に関する研究を

行っていますが、水産学部に所属すること

から、単に生物学的興味だけでは無く、水

産資源や水圏生態系の保全も念頭に置い

て研究・教育活動に従事しています。その

ため、専門は顕微鏡等を扱う細かい基礎

研究分野なのですが、毎年5月に北海道大

学の附属練習船「おしょろ丸」を使った学

部学生の洋上実習の担当教員として、2週

間無寄港の航海に乗船しています。北太平

洋西部の北緯44度、東経155度を起点に、

流し網という漁法でサケなどの魚類の資

源量調査ための採集と各種海洋観測をし

ながら南下していきます。外洋域ですので

携帯電話の電波も届かず、荒天時は激し

く揺れるハードな実習ですが、サケの穫れ

る北の海域から南方系の魚が穫れだす海

域まで刻一刻と変わる海の状況を肌で感

じる学生さん達は目を輝かせ、帰る頃には

「船を降りたくない」と言い出す子も出て

くる満足度の高い実習です。フィールドに

出て実物を学ぶ生き生きとした学生さんを

見ていると、陸上での仕事を止めて乗船し

ていることも忘れてしまいますが「やはり

何か研究も……」と考えてしまう貧乏性の

私が思いついたのが、今回の助成に繋がる

研究です。この実習で多く採集されるカラ

フトマスは、日本では道東地方の川に産卵

遡上するやや小型のサケで、遡上の際に

は雄の二次性徴として「背中が非常に盛り

上がり」ます。しかし、外洋域では雌雄の

区別ができない流線型をしており、このよ

うな二次性徴が出ていない新鮮で貴重な

サンプルを是非使おうということで、船で

穫れた未熟雄と道東の河川に戻ってきた

成熟雄の背中の中身や血液を解析してみ

ました。この盛り上がった背中は食用には

向かなく、これまで「軟骨」が詰まっている

という説が信じられてきましたが、私たち

の研究により軟骨では無く、結合組織す

なわち「コラーゲン」成分であることが明

らかとなりました。今回の助成では、この

研究を発展させるため、「背中の盛り上が

り」の形成メカニズムの解明や近年、医療

素材や美容品等で注目されているマリン

コラーゲンとして利用ができないかという

ことで各種解析を行っており、現在、面白

い知見が集積されている途上です。広い

大海原や雄大な道東の川での魚の採集か

ら研究室の狭い実験台での分析作業まで

と大変なことも多いですが、サケが好きで

集った学生・院生さん達と楽しく、しかも

北海道発の世界に誇れる研究が出来れば

と考えています。

仕事場は北太平洋の真ん中から実験室まで！

工藤　秀明（北海道大学大学院水産科学研究院　准教授）

道東の標津サーモン科学館にあるスナップ写真用看
板。喰う喰われるの関係（上下関係）が非常にわか
り易く写っています。ちなみに熊が私で鮭がこの研
究を進めている大学院生の薄健太君です。
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　昨今「カラマーゾフの兄弟」の新訳など
で古典小ブームが到来しているが、多分に
漏れず私は典型的な文学オタクであった。
中学～高校にかけてドストエフスキーなど
古典はもちろん、フォークナーなど現代
（やや古いが）文学や哲学書、経済学書
を含め勉強そっちのけで耽読にふける毎
日であった。当時の私の夢は、「大学（文
学部、経済学など文系）の助手になるこ
と」で、理由は趣味に耽りながら給料が頂
けるなんてこんなおいしい話はない（実際
そんなことは全くないのだが）などという、
なんとも不埒な理由からである。また助
（准）教授や教授は雑用や講義ばかりで
趣味に浸れないという理由で、助手程度が
サイコー！という今から思えば全くわけの
わからないことを信じていた。
　結局何を踏み間違えたか、医学部に入
学してしまい人生の目標（＝自分の趣味で
給料をいただく）を一旦見失う。卒後は、
多分最も文学オタクとは程遠い実務肌で
ある消化器内科を選択した。東京で研修
医を経て、関西の基幹病院で日常の診療
に明け暮れているうちに、青二才の頃の小
説読みに対する興味も消え失せていた。
　そして大学院に入学し研究の世界に入
り込んだ。臨床医として経験を積んだ後
に基礎研究をはじめた方は経験があるだ
ろうが、「臨床に直結する基礎研究」との
昨今よく使われる謳い文句とは程遠く、
各々を極めるためには、これらが全く別の
価値体系、別の論理体系で成り立つ世界
であることを、なるべく尚早に自覚するこ
とが肝要である。かくいう私も、当初はこ
の相違を明確には自覚できず、相当戸惑
いを覚えていたことを記憶している。それ

でも、大学院2年目になると基本的な実験
手技、稚拙ながらも研究結果から仮説、
推論を立てて実験を遂行する能力が、本
当に稚拙ながらも身についてきた（と本人
は信じていた）。無事学位論文を提出し、
海外でのポスドク経験などを経て、帰国後
東京の大学で助教として赴任して研究と
臨床の二足の草鞋をはいていたが、偶然
が重なって今は生まれ故郷の札幌の大学
教官として赴任している。
　研究は実験手技という「言語」を用いて、
これを正確に駆使して、できるだけ斬新
（自ら信じている）推論、仮説に基づいた
正確な論理を展開できなければ、世界で
正当に評価される論文に至らない。このよ
うに考えると文系理系と趣は異にするとは
いえ、実際双方の世界に慣れ親しんだ立
場から言うと、世界的に名声を博した文学
作品は優れた研究論文に似ている（もっと
も名声を得る難易度は前者の比較になら
ないが）。
　そして、文学、医学と分野は異なるが、
現在興味の赴くまま研究を楽しみ、それを
「仕事」にできている現況を鑑みると、幼
き頃の「夢」は叶えられたのかな、としば
し感慨に耽る今日この頃である。

研究と文学の接点

地主　将久（北海道大学遺伝子病制御研究所　准教授）

研究室集合写真（最前列左が筆者）
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　私の所属は水産科学研究院であり、専

門は魚類繁殖生理学である。平たく言え

ば、魚がどうやって卵を産むかを研究し

ているのである。必然的に魚を飼育して

卵を産ませなければならないのであるが、

これがなかなか難しい。魚と言っても、

海水魚、淡水魚、熱帯魚、寒冷魚、また

稚魚を産むと言っても卵生魚、胎生魚、

更に数10キロを超す大物から数グラム

の小魚、果ては性転換する魚や両性具有

の魚まで出てくる始末である。こんなに

多様だからこそ興味が尽き無く魅力的な

のであるが、多くの魚は基礎生物学的な

研究・実験に使うとなると始末におえな

い小悪魔ちゃんである。ゼブラフィッ

シュなどの小魚を相手にしているうちは

まだいいのであるが、できるだけ飼育の

難しい魚を使った基礎研究に挑みたくな

るのは水産科学研究院のプライドからで

あろう。

　米国の東海岸で8年間ほど大学の研究

技官をしていたことがある。その時は1

年のうち3カ月ほどは郊外にある大学付

属の施設で実験用の魚を作っていた。

1mを超す親魚と戯れ、広い養殖施設を

駆け回っていた時は悪戦苦闘の毎日で

あったが、その間は基礎研究から離れて

バイオロジストになれる充実した日々で

あった。一方、これは当時のボスから聞

いた話であるが、ある学生は3年間ずっ

と学部の研究室に引きこもり、基礎研究

に勤しんでいた。その学生が学位を取っ

たお祝いの席に、実験に使っていた魚を

丸のまま焼いて出したら、「この魚おい

しいね。何ていう名前なの？」。ボスは

通称ではなく学名で答えたというから洒

落ているが、もはや冗談ではなく伝説の

逸話である。

　私の研究のアイディアはバイオロジス

トとしての経験から得たものが多い。バ

イオロジストの目で見ると、基礎研究学

者の目で見た時と違うアイディアが浮か

んでくる。双方の目で見ることによって

アイディアが膨らむのである。昔の水産

学部の学生は件のさかなクンのように魚

を飼うことが好きな人も沢山いたが、最

近はそうでもないようだ。飼われる魚の

方も受難の毎日であろう。講座の学生に

は、基礎研究に入る前に自分で魚を管理

させるようにしている。上述の逸話に出

てきた学生のようにならぬようにという

先生からの配慮である。学生は魚に振り

回されて不満そうであるが、私は「魚の

飼育は遊びじゃないんです！」と言いな

がら微笑む毎日である。

魚の飼育は遊びじゃない！？

平松　尚志（北海道大学大学院水産科学研究院　准教授）

最近、自分で作った海水魚の飼育システムと私
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　ふと振り返るといつの間にか研究の世
界にどっぷり足を踏み入れていた。学生
時代や研修医時代には特に研究に興味を
もったことはなかった。学生時代もっと
授業や実験実習を真剣に受けていれば良
かったなあと今更よく思う。医師になっ
てから徐々に気づいたことは、教科書に
書かれていることが必ずしも正しいとは
限らないということとEvidence-based 
medicineと言われて久しいが、今現在ス
タンダードに行われていることが意外と
エビデンスがないまま経験則として行わ
れていることが非常に多いことだった。
一例を挙げると学生時代、心不全にβブ
ロッカーは禁忌と習った。だが、現在エ
ビデンスが揃い、心不全患者にβブロッ
カーを使っていないと「なぜ？」と言わ
れるようになっている。
　研修医が終わる頃から、わからないこ
とを自分たちで実証できるようになれた
らいいのにと漠然と思うようになってい
た。ちょうどその頃、右脚ブロックに
V1、V2誘導でSTが上昇している心電図
を呈する人の中で突然心室細動を起こす
Brugada症候群が注目を集めつつあった。
ただし当初、失神歴がない無症候性の人
たちの頻度は明らかではなく、またその
対応についても一定の見解がなかった。
医者4年目に出張先の旭川赤十字病院で
健診心電図の読み係になり、毎日数十枚、
年間9000枚程度の心電図を読むことに
なったが、意外に右脚ブロックに有意で
ないにしても多少なりともV1、V2でST
上昇例が結構いることを感じ、過去1年

間の心電図をすべて見直してみた。結果
として8612例中12名にBrugada症候群
様の心電図を見つけ、上司の協力のもと
研究費を調達して、連絡のついた11名
に説明と了承のうえ来院して頂き、二次
検査を施行させて頂いた。その成果は日
本循環器学会や日本心臓病学会で報告し、
時間がかかったものの私自身初めての英
文論文として発表した（Heart 86:161-
166, 2001）。論文の産みの苦しみや同
じような研究をやっていたグループに先
を越されて論文発表された悔しさなどが
あったが、その後多くの論文に引用され、
さらには日本循環器学会のガイドライン
に引用記載もされた。この一連の疑問～
実証・検証～発表～論文作成～論文評価
の過程が非常に大変ではあったもののと
ても刺激的なもので忘れがたいものに
なった。いくつかの転機があり、現在の
興味は肥満、糖尿病、動脈硬化を含めた
メタボリックシンドロームに矛先が向き、
不整脈とはまったく異なった研究を行っ
ているが、今考えるとあの最初の良き経
験がその後の研究生活を押し進める原動
力になっている気がする。

研究が好きになったきっかけは？

古橋　眞人（札幌医科大学医学部　助教）

Keystone Symposia（Santa Fe）で留学先であったメ
ンバーと（筆者は左奥で中腰で起立）
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　私の夢は研究者になることだった。そ

の理由は、ひとつのことに夢中になって、

極める姿が素敵だから。大学院の博士課

程を修了し、ポストドクターとして研究

に従事するも自分自身の能力に限界を感

じて夢破れ、研究試薬メーカーへ転職し

てテクニカルサービスとして研究者をサ

ポートする立場で仕事を行った。毎日、

電話やメールで多くのお問い合わせをい

ただき、回答し、時にはお客様の研究室

でデモンストレーションなどもさせてい

ただいた。自分が実験をしているときに

は疑問を持たなかったようなことを聞か

れる度に、参考書を調べ、同僚と相談す

るなど日々勉強させていただいたことが

思い出される。幅広い研究分野に触れる

ことができたことは大きな収穫だった。

また、会社という組織やビジネスについ

ても、研究のことしか考えていなかった

私には新鮮で、社長や上司の話も大変興

味深いものだった。一人前の社員になる

べく、自分に何が必要かを理解できるよ

うになり努力していた頃、大学時代の恩

師より函館短期大学の教員募集について

案内をいただいた。「自分で自分の実験

ができる」「諦めたことに、再びチャン

スが与えられた」これらの思いが、会社

での充実感以上に強く私を動かした。

　ご縁があって現在、私は函館短期大学

の教員として教育研究活動を行っている。

再び研究ができることに大きな喜びを感

じつつも、講義、学生実験、学生サポー

トの大変さ、そして、何よりも自分の能

力の限界にストレスも感じている。再び

与えられたチャンスを活かすことができ

るのか。会社で過ごした4年半は、私の

成長に大きな糧となったはず。諦めず、

自分なりに、できる範囲でコツコツと進

めるしかない。現職に就いた時の初心、

研究に携われることに感謝する気持ちを

忘れずにこれからも歩みたい。一度は破

れた夢が、また手元に戻ってきたのだか

ら。そして、研究者はひとつのことに夢

中になって、極めるものだけれど、それ

だけしかやらない、ということではない

ことが今更になってわかった。研究者と

は無縁の短大生達への教育だけれど、彼

らの夢や希望に寄り添い、これもまた自

分の糧にしていきたいと思う。

研究に携われることに感謝

澤辺　桃子（函館短期大学食物栄養学科　講師）

2011年12月　バチカン市国　サン・ピエトロ大聖堂
海外研修の引率者として（筆者は最前列の左端）
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　私は学生として9年間、それから助

手・講師として6年半を過ごした北海道

大学から2011年10月に札幌から遠く離

れた岡山大学に異動になりました。研究

室を移る際に一番苦労するのは、使いや

すいように長年工夫を施して慣れ親しん

だ実験台や実験室と別れて新たな研究環

境に順応しなければならないことと、遺

伝子組換や動物実験などの各種申請をす

べて一からやり直さなければならないこ

とです。研究室を異動するのはこれで三

回目になりますが、今回が最も大変でし

た。というのは、前二回はポスドクや助

手として異動したので、ほとんどの時間

を研究に費やすことができ、その結果、

一週間くらいで本格的に実験をスタート

させることができました。一方、今回は

准教授として異動になったので、すぐに

週二回の授業が入ったり、いろいろな雑

用がお構いなしに振ってきたりして、二、

三ヶ月は引越しのダンボールの中に埋も

れながら、ただただ日々の雑用をこなす

のに精一杯でした。実験室も、前任者が

残していったガラクタがたくさん置いて

あり、実験台もまともにセットアップさ

れていないという有様でした。そこで、

前任者のガラクタを片付け、アングル棚

を購入して設置しました。アングル棚の

耐震対策も、ホームセンターで金具を

買ってきて自分で行いました。アングル

棚がないとダンボールを開けても物を収

納できないので、これを真っ先に行いま

した。続いて、冷蔵庫やフリーザー、イ

ンキュベーター等を購入しました。これ

らが揃うと、かなり実験室らしく見えて

きました。12月には、卒論実習の学生

が入ってきて、その教育でまた忙しくな

りましたが、彼らは金の卵ですので、可

能な限りの時間を割いて、彼らの教育に

当たっています。その代わりに、自分で

実験を行う時間がすっかり減ってしまっ

たのは非常に残念です。それでも、自分

で実験をして興味深いデータが出たとき

のあの胸踊るワクワク感を味わうために、

これからも時間を見つけては自分で手を

動かして行きたいと思っています（平成

24年3月21日）。

（※）現在は、岡山大学大学院医歯薬学総

合研究科　准教授

実験室のセットアップ

西屋　禎（北海道大学大学院医学研究科　講師（※））

異動後１週間目のオフィスの状況
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　「知識を駆使する仕事」を生業とする

我々医学研究者にとって、「知識」は最

大の強みであると共に、最大の弱点にも

なりえます。豊富な知識を武器に、未開

のジャングルへ挑んでいくとき、未知の

事象を前に、これまでの常識やパターン

にすり合わせながら「認識」していきま

す。その中で、従来の知識、常識で説明

できないところが出てくると、そこにこ

そ「新発見」のチャンスがある！はずで

すが、問題は、そう単純ではありません。

　目先をかえると、同じ事象が、全く新

しい世界として見えてくる、これまで気

づかなかったことが見えてくることは、

研究ばかりでなく人生の多くの局面で経

験するところです。最近でも、私が携

わっている「血管新生」研究でも、これ

までの事象が、新しい視点（概念）に

よって、まったく違う世界として見えて

きたという体験がありました。障害臓器

が再生する際、組織細胞の増加にともな

い虚血が生じてきます。この虚血に応じ

て血管新生という反応が起こるというコ

ンセプトですが、動物実験でも実臨床で

も、多くの経時的観察事例で、そのよう

に血管新生が起こっているように見えま

す。一方、組織実質細胞を再生供給する

幹細胞が機能維持するための場として

vascular niche すなわち毛細血管が知られ

ています。最近、臓器再生において、ま

ず毛細血管があり、組織幹細胞の機能維

持・増加が保障されて、実質細胞が増殖

してくるという説が提唱されてきました。

この新コンセプトに立つと、これまで観

察してきた事象が、血管新生から実質細

胞増殖という全く逆の順番の現象として

見えてきます。そして、この新しい見方

から、今まで集積してきたジャンクとい

われる無視してきたデーターの中に俄然、

輝きを放つものが現れてきます。

　自分の見方（概念）をかえると、今ま

で認識していた世界が一変するダイナミ

ズムも研究の醍醐味ですが、一方、考え

方が狭視化あるいは固定化すると、多く

の重要な知見を見逃すことにもなります。

「Acting local & Thinking global」は、

大学院時代から座右の銘としていますが、

後者の「意味合い」は、ますます深く

なっていきます。脈管研究は、その特性

上、臓器や疾患といった枠組みをこえて

展開していく魅力があります。これから

も、広く様々な分野の研究者の話に耳を

傾けながら、ラボの若い研究医と共に

「多角的視野」で研究をすすめていきた

いと思います。

今、目の前にあるものと、脳で認識しているものとは違う！

川辺　淳一（旭川医科大学医学部　特任准教授）

学部学生レベルから積極的に医学研究の体験を！
研究実習時のスナップ（左から3人目が筆者）
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　私は2006年3月に北海道大学大学院

農学研究科で学位を取得した後、食品素

材メーカーに入社して4年半の間研究員

として勤務した。私が勤めた会社は500

名程度の規模で、研究所員は30名程度

であった。研究所で私が配属されたセク

ションは10名ほどで、酵素等を利用し

た新規な糖質の開発を主たる業務として

いた。新たな有用酵素を生産する微生物

の探索から、酵素の性質の解析、酵素の

利用法の検討、工場での製造のためのス

ケールアップ、目的糖質の利用法の開発、

といった基礎から応用までの多岐にわた

る業務を担当した。酵素の性質の開発位

までは大学の研究とさほど変わらないス

タンスでの仕事であったが、スケール

アップや糖質の利用法の検討については

企業ならではの研究であったと考えられ

る。少人数のグループでの仕事であった

ことから、基礎研究に留まらず、応用研

究まで担当できたことは（当時は半分

嫌々であったが）今では良い経験であっ

たと考えている。

　大学に戻ってきて企業時代の研究と、

今の仕事を比べてみると、最も大きい違

いは仕事の具体性であると考えている。

目的物との距離感と言ってもいい。メー

カーでは新製品を製造・販売しなければ

ならないので、研究は当然モノづくりよ

りになる。アイディアを具体化するため

のプロセスには、学術研究からは考えら

れないほど地味で泥臭い仕事が必要で、

そういった仕事の積み重ねが新しいモノ

につながっている。一方、企業人的な観

点から大学等の学術研究を見ると、大学

では0から1を生み出すような研究が求

められていると思う。このことから、多

少コストがかかっても、画期的な新技術、

新規物質の開発が重要である。多くの民

間企業は近年の不景気で芽の出にくい基

礎研究に注力する余力がなくなってきて

いる。私は今だからこそ本来の学術研究

に力を入れ、10年後、20年後の応用が

期待されるような夢のある学術研究を進

めていくべきなのではないかと考えてい

る。一方で、研究者の自己満足としない

ためにも成果については産業界とのコラ

ボレーションの中で具体化し、社会還元

することも重要である。

企業と大学での研究

佐分利　亘（北海道大学大学院農学研究院　助教）

研究室のメンバーとの集合写真。手前右から2番目
が筆者。
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　大学3年の冬だったろうか、新学期に

配属される研究室の希望を出す日が近づ

き、どの研究室に入ろうかと考えていた

頃だった。天然物化学の講義で、教科書

に載っている色々な化合物の構造式を眺

めながら、自分は天然有機化合物の化学

構造が好きなのだと気づいた。

　研究室に配属されて初めに行った研究

は、様々な植物から光毒性を示す化合物

を見つけ出すというものだった。植物採

集に出かけたり、大量の植物エキスを大

きなガラス器具を使ってじゃんじゃん分

離するというのが性に合っていたし、う

まくすれば研究室に配属されたばかりの

学生であっても、まだ誰も見たことのな

い化合物を世界で初めて手にすることが

できるというのは夢があって単純に面白

かった。

　実験を始めてしばらく経った頃、ある

天然物化学の偉い先生の講演を聞く機会

があり、その要旨に書かれたパリトキシ

ンの大きくて美しい構造に衝撃を受けな

がら、いつか自分もこの化合物より凄い

化合物を見つけてやろうと思った。この

時の思いは、私が天然物化学研究に情熱

を燃やす原動力となり、現在も天然物化

学者としての私の根っこになっている。

　その後、とにかく実験技術を磨かなく

てはと思った私は、人の2、3倍は実験

してやろうという意気込みでカラムをか

けまくったが、同時に天然物化学の置か

れた状況を理解するにつれて、手に入れ

ることのできる生物は、おおかた研究さ

れてしまっていることを知った。このま

ま漫然と研究が続いていけば、研究材料

を全て喰いつぶして、この研究分野は遠

からず終わりを迎えるのだと思った。

　しかし、天然物化学に未来がなかった

かと言うと、そうではなかった。若造の

私が勝手に天然物化学の行く末を危惧し

ていた頃、天然有機化合物の生合成遺伝

子が次々にクローニングされ、遺伝子工

学を用いた非天然型化合物の創製研究な

どが発表された。地球上には、絶滅危惧

種や、難培養微生物など、大量に確保す

ることができないために研究されていな

い生物が数多く存在する。こうした生物

が持つ化合物生産能を、遺伝子工学的手

法を用いて活用すれば、これらの生物を

研究材料として扱えるだけでなく、能動

的に新規化合物を生産させることも可能

となる。天然物化学は終わりを迎えるど

ころか、この先一体どれだけ盛り上がる

のか分からないと胸が躍った。

　十数年が経ち今に至る。色々思い返し

てみて分かったが、やっぱり私は天然物

化学が好きなようだ。

パリトキシンに憧れて

久保田　高明（北海道大学大学院薬学研究院　准教授）

海岸で微生物採集をする筆者。



76

　「研究成果を社会に還元する」というこ
とは昨今よく耳にしますが、皆さんはどの
ように考えていらっしゃるのでしょうか。実
際に自分が実現可能なこととして論文を書
くこと以外、私は真剣に考えたことがあり
ませんでした。幸運にも研究助成をいただ
き、実際に行ったアウトリーチ活動につい
て紹介させていただきたいと思います。
　私は、小学校の学校薬剤師を5年間務
めており、そこで研究内容を伝えたいと打
診したところ、学校側からは大歓迎で、授
業を行う機会をいただきました。現在6年
生が、「人の体のつくりとはたらき」につい
て勉強しているということもあり、薬・食べ
物のゆくえについて、薬に施される剤形上
の工夫について等、実験やクイズを交えな
がら説明することで、あっという間に2時間
が過ぎました。私の研究分野は栄養・健
康と関連があることから色々なことを伝え
たい、と考えていましたが、事前の先生方
との打ち合わせにより、小学生には難しい
事項が多く、研究内容そのものについては
十分に伝えることができませんでした。し
かし、授業後いただいたアンケートには
「今度からバランス良くごはんを食べない
といけないと思った」「くすりについてもっ
と知りたい」ということを書いてくれた子が
大勢いて、たいへんうれしく思っています。
一つ質問を投げかけると、いろいろな答え
が返ってきたり、（薬・食べ物の吸収につ
いて）「それはどうしてそうなるの？」「その
ままそこを通れば全部体に入るんじゃない
の？」など、興味を持って聞いてくれている
のがうれしい半面、子どもは思ったことを
どんどん聞いてきますので、とっさに小学
生にもわかる言葉で簡潔に説明する難し

さも感じました。中には、（実現可能かどう
かは別として）非常に斬新なアイデアを持
つ子もいて、言い過ぎかもしれないですが、
私はそこに研究の原点のようなものを感じ
ました。学生の実験を指導する立場になり、
○○だったから次は△△やりました、（本
当にちゃんと考えてやったのかな…という
事例）というような結果について「考える」
プロセスや、その考えたことを仲間と議論
して、というやりとりが最近少なくなってい
るなと感じていた自分にとって、研究の楽
しさを小学生の子どもたちから改めて学ん
だ気がします。
　研究内容そのものを伝えることはでき
なくとも、子どもたちが健康・科学に興味
を持ってくれたことで、このアウトリーチ活
動は非常に有意義になったと感じておりま
す。私は昨年度学位を取得したばかりの若
輩者ですが、これからも研究の楽しさ・面
白さを忘れずに、毎日一生懸命取り組んで
ゆきたいと思います。そして、今後も研究
成果を論文として公表するだけではなく、
一般の方々に向けても今回のように研究
内容を適切な形で少しずつでも還元・情
報発信してゆきたいと思っています。

子どもたちから得たもの

佐藤　夕紀（北海道大学大学院薬学研究院　助教）

小学校での授業風景。子どもたちから元気+αをた
くさんもらいました。
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　北海道大学に赴任して2年が経ち研究

もようやく軌道に乗り始めた今日である

が、大学教員である身分としては教育に

も精を出さねばならない。大学での教育

は教えるべき内容は普遍のものであろう

が、その教授スタイルは各教員が個性を

発揮できる良い機会であると思う。北大

では、新任教員に対する合宿形式の教育

ワークショップの開催や学生の評価に基

づきエクセレントティーチャーを選定し、

他の教員もその授業を参観できるシステ

ムを作るなど教育に力を入れていること

が伺える。新米教員にとっては大変あり

がたいシステムなのであるが、5年間と

いう限られた任期のなかで教育と研究を

どのように両立し、充実させていくか悩

ましい日々を送っている。個人的には2

度の任期付博士研究員（ともに3年）を

経験し、研究計画の組み立て方や、実験

の遂行は効率よくなってきたと思われる

がやはりサイエンス、計画通り行くとは

限らない。むしろ計画通り進捗すること

は稀で、殆どの場合良くも悪くも予期せ

ぬことが起こる。そう考えると現職でも

尚、ある程度期限内にまとまりがつく研

究計画を立てざるを得なくなる。さらに、

博士研究員と大学教員の違いは先に書い

たように前者が研究職なのに対し、後者

が教育職であるという点である。教育の

スキルも鍛錬する必要があり既に実践の

機会も与えられている。誰もが初めは通

る道ではあるが、教育と研究のバランス

が難しい。教育と研究を両立し、多くの

研究成果を上げておられる著名な先生方

を心から尊敬する。教育において最も重

要だと思われるのが、コミュニケーショ

ン能力である。学生から高評価される教

員は皆、学生との意思の疎通が取れてい

る方々である。研究者にとってもコミュ

ニケーション能力は非常に重要であり、

例えば学会での発表や科研費やジョブハ

ンティングでのプレゼンなど相手への情

報伝達スキルは必ず必要となってくる。

そう考えると教育と研究というものもあ

ながち分けて考える必要はないのではな

いかと思えてくる。実に、科学の教育内

容は古の研究者達の研究成果の集約であ

り、研究無くして教育はなし得ないから

である。今はただひたすら前を向いて走

り続けるのみであるが、いつの日か自

分の研究が教育に結びつく日を信じて

毎日を送っている。

教育と研究の両立

伊藤　秀臣（北海道大学大学院理学研究院　助教）

次世代の科学の発展を願って！（娘2歳と著者）
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　“遷移金属が拓く有機合成”この言葉は、

私が学生時代に感銘を受けた辻二郎先生

の本のタイトルである。この本を読んだ

とき、金属の特性を利用するとどんな医

薬品も簡単に作ることができるようにな

るのではないかと、胸が躍ったのを覚え

ている。そして、2010年、Heck氏、根

岸氏、鈴木氏の三氏が遷移金属を利用し

たクロスカップリング反応の開発という

功績でノーベル化学賞を受賞され、学生

時代の私の思いは、決して間違いではな

かったのだと確信したものだ。一方、私

は“遷移金属が拓く有機合成”の一翼を担

うべく、この分野の研究をはじめて12

年が過ぎようとしている。学部4年生で

研究室に配属され、遷移金属を利用した

新しい反応の開発というテーマで研究に

着手した。そこで、はじめてロジウムと

いう金属を使うことになった。ロジウム

は非常に高価な金属で、実験を1つ行な

うのも緊張したことを覚えている。それ

でも、研究を続けていくとその面白さや

難しさを知り、楽しく毎日を過ごすこと

ができた。また、博士課程2年の時、

ニューオリンズに3ヶ月間の留学の機会

を与えて頂き、この経験がその後の自分

の進路に大きく影響した。これまで、日

本での研究風景しか知らなかった私は、

この留学を通して、人種や文化を越えて、

様々な場所で自分と同じ分野の研究が行

なわれていることを肌で感じ、研究者に

なりたいと強く思ったことを覚えている。

　現在、私は希望通り研究者としての道

を歩んでいるわけだが、学生時代とは異

なり、多くの学生とテーマを共有しなが

ら一緒に研究を行なうようになった。私

が学生時代に感じた研究の楽しさを1人

でも多くの学生に感じ取って欲しい。ま

た、多くの学生に海外での研究生活を体

験してもらいたい。そして、その中から

1人でも多くの優れた研究者が育って欲

しいと思うし、自分も共に成長していき

たいと日々考えている。そして、いつの

日にか“遷移金属が拓く有機合成”に掲載

されているような革新的な反応を学生と

ともに開発したい。

研究生活を振り返って思うこと

大西　英博（北海道大学大学院薬学研究院　助教）

精密合成化学研究室の集合写真（前列の左端が筆者）
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　「専門分野は？」と聞かれた時には、

「獣医病理学」と答えることにしている。

実際、学部と大学院時代、合わせて7年間

を梅村孝司教授の指導のもと比較病理学

教室で過ごし、学位をいただいているので、

間違いではない。今ではこれが一番正解に

近いと思っているが、3年程前まではそう

ではなかった。以前は病理組織でわかる

ことに限界を感じていた。組織で見えてい

るものは病気により生じた単なる結果であ

る、という気持ちが強かった。また、その

当時はヘルペスウイルスとウエストナイル

ウイルスの研究をしており、ウイルス学や

細胞生物的な実験をすることが多かった。

せっせと培養細胞を使った実験にいそし

み研究を進めている気になっていたが、今

振り返ると、自分の研究が病気全体の中で

どのような意義を持っているのかという視

点を欠いていたと思う。

　Rocky Mountain Laboratories（NIH）

に留学させてもらったことで、このような考

え方に変化が起こった。お世話になった

Byron Caughey 博士は世界的に有名なプ

リオン病の研究者である。Byronは生化学

が専門で、研究の大部分が in vitro での実

験であるが、その結果がプリオンの感染に

おいてどのような意義があるのかというこ

とを常に考えている。Byronの視野の広さ

と発想の豊かさには、「目から鱗」であっ

た。Byronに頼まれて感染マウスの組織を

解析したのも良い経験となった。組織の

写真を見せながら「このミクログリアが」

と言ったら、Byronが「この点がミクログリ

アなの？」と目を丸くしたのにはこちらが驚

いた。病理学の知識が自分の武器である

ということに初めて気がついた。

　前述の「自分の研究が病気全体の中で

どのような意義を持っているのか」という

言葉は、現在の上司である堀内基広教授

の受け売りである。堀内教授も広い視野

を持っており、かつ最も重要なことを見極

める能力が高い。堀内教授が私を採用し

た理由の一つは、病理学を専攻していたこ

とだろうと勝手に推測している。思えば病

理のおかげでずいぶん得をしている。それ

はさておき、病気により起こる変化の全体

像を把握するためには、組織の解析が最

も有効であると今では思っている。組織で

観察できるのは「結果」であるが、分子生

物学や生化学を組み合わせることでその

原因を探ることが可能になるかもしれない。

研究者としてまだまだ未熟であるが、病理

学を軸として自分の研究スタイルを確立し

ていきたい。

獣医病理学者として

長谷部　理絵（北海道大学大学院獣医学研究科　講師）

アメリカ留学中に体験した乗馬。Tide（馬の名前）と。
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　大学の卒業式が終わり、今年も多くの

学生が大学を巣立っていきました。私は、

大学に勤めて10年以上になりますが、

これまでを振り返ってみると、あっとい

う間であったというのが、正直なところ

です。最初の頃は、学生から何を質問さ

れるのかといつも緊張していたのを覚え

ています。しかし、最近では学生のバラ

エティに富んだ質問にも、うまく対応で

きるようになり、少しは成長したなぁ

（歳をとっただけ？）と感じる今日この

頃です。また、卒業生が研究室を訪ねて

来てくれると、懐かしさと同時に刺激も

受け、改めて頑張ろうという気持ちにさ

せてくれます。

　大学で働く中で、研究（実験）の面白

さを知り、学位を取得した私にとって、

本当の意味での研究は、まだ始まったば

かりと言えます。研究時間の確保、研究

費の獲得など、実際の実験以外にも大変

なことは多いですが、試行錯誤しながら、

これからも研究を続けていきたいと思っ

ています。私の研究は、細菌に関するも

ので、これといった華やかさはなく、ど

ちらかというと地味な分野ではあります

が、最近は、地味なりに自分の研究の

ペースもできてきたように思います。

　そうはいっても、研究が上手くいかな

いときは、このまま続けられるのだろう

かと、不安になることもあります。そん

な時は、少し大げさですが、聖書の中の

「神は耐えられないほどの試練に会わせ

るようなことはしません。むしろ、耐え

られるように、試練とともに脱出の道も

備えてくださいます」という言葉を思い

出します。私は、信者ではありませんが、

この言葉は、今の状況は自分が成長でき

るチャンスだと、力を抜いて前向きに取

り組めるような気持ちにしてくれます。

この言葉を座右の銘として、良い記録を

出していたスポーツ選手もいたそうです。

　これから、もうしばらく続くと思われ

る研究生活ですが、研究（実験）邁進は

勿論のこと、諸先輩のさまざまな研究や

考え方に触れ、そして、学生から元気を

もらいながら、柔軟性のある研究者にな

ることを目標に精進していきたいです。

大学教員と研究の魅力

岩渕　絵里子（天使大学看護栄養学部　助教）

祝賀会にて（筆者は右から2番目）
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　なぜ日本の研究者は米国の研究者に勝

てないのだろう？そんな疑問が私の頭を常

に悩ませる。科学技術白書（文部科学省

2010）によれば、日本からの発表論文数

は世界第5位で、発表した論文が引用され

る程度（文の質）なると第7位に落ち込む。

米国どころか、英国、中国、ドイツにも量で

負け、質では米国、英国、ドイツ、カナダ、

フランス、イタリアに負けている。日本の

科学研究投資金額は世界第2位であるこ

とを考えると、日本は投資に見合った成果

を得ることに失敗している。

　日本の研究者が怠惰なのだろうか？い

や、そんなことは無い。私が米国に留学し

ていた時は、研究者たちは朝8時に来て夕

方5時には帰宅していた（おかげで私は留

学中が最も健康だった）。日本では、それ

こそ馬車馬のように働いている研究者はた

くさんいる。では、なぜなのだろう？

　私の友人の話や私自身の留学経験を踏

まえると、どうも、日本は「投資の仕方」が

下手らしい。リスク、不正を過度に嫌う国

民性が影響しているのだろうか。日本で得

られる研究資金の特徴として、研究支援

期間が短い（通常2-3年）、研究費使用方

法の自由度が少ない、過去の業績が優れ

ている高齢の研究者に資金が過度に集中

する、が挙げられる。また、資金以外の特

徴として、研究設備、消耗品を提供する企

業が日本では少ないことや、長期雇用の技

官が少ないのも重要な点である。

　もう少し具体的に言うなら、研究支援期

間の短さは研究の質の低下を招く。不正を

防ぐために研究費使用方法を厳しくすれ

ば、研究は遅れる。リスクを恐れて高齢の

偉大な研究者へ資金を集中すれば若手の

成長を妨げ、新しい研究分野の開拓も遅

らせる。研究設備、消耗品を提供する企業

が少なければ海外輸入に頼ることになり、

代理店から通常の倍額を請求されること

もある。つまり、実質半分の資金しかない

のと同じことになってしまう。また、熟練し

た技官の少なさは研究の質も量も下げる。

　正直、私はこのような状況こそ税金の無

駄使いだと思う。日本はお金が無いのでは

ない。お金の使い方が下手なのだ。お金の

量を増やすだけが研究推進策ではない。

システムが改善されればお金を増やさずと

も、むしろ多少減っても、研究は進むのだ。

　こんなことを若造の私が考えても何の

意味も無く、ただ働くしかないのだが、誰

か偉い人がやってくれないかなあ、などと

夜中にコーヒーを飲みながら考えている。

研究助成金の費用対効果

大村　優（北海道大学大学院医学研究科　特任助教）

ミシガン大学留学時の通勤路の風景。美しいHuron 
Riverのほとりで子連れのアヒルに威嚇されながら通
勤していた。
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　とある研究室。夕日をバックに教官が待
ち構えている。学生は無念にも失敗に終
わったデータをおずおずと指導教官に差
し出し、浴びせられる言葉を待つ。しばし
の沈黙の後、教員がゆっくりと言葉を発す
る「おまえ、、、実験がうまくいくと思って
るやろ。」反射的に学生は答える「そりゃ
そう思ってますよ。そうじゃなかったら実
験しないんじゃないですか！？」教員「なに
ゆうてんねん、実験なんかうまいこといか
へん。」学生「…？？？」
　これは、私が大学院に入学してしばらく
経った頃の一コマです。やっと実験には慣
れてきたものの、思うようなデータが出ず
に落ち込む日々であるというのに。うまく
いくと希望をもって実験をやらなかったか
ら、モチベーションが上がらず研究など続
けられないではないか…。つまりこういう
ことでした。実験はうまくいかないことが
多い。うまく行かなかった時のこと（想像
したくないものですが）を想定して、原因
が突き止められるように適切なコントロー
ル（対照）をとる必要があるのだと。あれ
から十年余り、常々心に留めてきた言葉で
すが、ふと気がつくと指導している学生さ
んに同じ事を言っていました。そして返っ
てきた言葉は、「うまくいくと思ってやるの
は当然じゃないですか！?」でした。
　思い返すと、多少改変されたとはいえ、
研究に対するスタイルは大学院の頃とあ
まり変わっていません。細かい点まで最初
に教わったやり方を踏襲しています。他の
やり方でもよいのですが、なにかしっくり
こないのです。周りの人たちからも、やはり
同じ様なことを聞きます。最初に習った方

法はその後の研究のスタイルに大きく影
響するということでしょう。いかに最初が
肝心かということだと思います。私も学生
さんを指導する立場になって数年が経ち
ます。自分の伝えることが学生さんのその
後の研究人生に影響する（かもしれない）
ことを心に留め、あまり変なこと（!?）は教
えないように注意していきたいと思います。
日々気が抜けません。
　大学では、近年、教育のさらなる充実を
目指した活動が盛んに行われています。教
育を充実させるには、教員の教育能力の
向上と意識改革が重要との認識が広まっ
ていることが背景にあります。私は、北海
道大学医学部に設置された医学教育推進
センターの構成員と基礎研究の講座の教
員を 兼 任しており、F D（ f a c u l t y 
development）などの教育の質を向上を目
的とした活動に携わっています。もともと
医学部卒ではない私が医学教育をどれだ
け理解し貢献できるのか分かりませんが、
自分の研究を発展させるのはもとより、優
れた研究者と医師の育成に貢献できるよ
う頑張りたいと思っています。

最初が肝心

志馬　寛明（北海道大学大学院医学系研究科　助教）

研究室にて、ディスカッション中の大学院生と筆者
（右）。
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　大学を卒業してもう14年が経ちます。

ノイヘ（新人医師）として右も左もわか

らず、先輩の先生にいわれるままに動い

ていたときに受け持った患者の疾患がい

まの私の研究テーマになっています。第

一内科の膠原病グループをまわっている

時に「これはシェーグレン症候群とは

違う」と言われた上司（高橋裕樹先

生）の言葉がいまも脳裏に焼き付いて

います。シェーグレン症候群の疑いと

して入院してきた両側性に涙腺・唾液

腺腫脹を呈した、私にとって医師人生1

番目の患者に対して、診断をつけるこ

とは私にとって容易ではありませんで

した。上司から徐々にヒントを与えて

頂き、ミクリッツ病という死語になっ

ていた病名に辿り着きました。当時は

「ミクリッツ病はシェーグレン症候群

の亜型で、そんな病名はもう使わな

い」とさえいわれたものですが、上司

の臨床的センスを信じ、ミクリッツ病

の症例を集積し、臨床研究を行うこと

で、ミクリッツ病の疾患独立性を確立

することができました。その時までに

約10年が過ぎていました。さらにミク

リッツ病は単に涙腺・唾液腺の病変だけ

ではなく、膵、腎、肺などにも同様の炎

症を惹起し得る、新しい全身性の慢性炎

症性疾患であることがわかってきました。

どの臓器にも著明なIgG4陽性形質細胞

浸潤と線維化を呈することから、

「IgG4関連疾患」というネーミングで

わが国から世界に向けて発信されていま

す。大学院時代に上司が言われたひと言

「これは先生のライフワークだね」が、

実際にそのとおりになりつつあります。

恵まれた環境（職場、人間関係）、時間

などに感謝しながら、いまの自分に課せ

られている仕事をこなしていくのが、自

分の使命だと感じるこのごろです。

IgG4関連疾患の病因はまだ全くつかめ

ていません。最適な治療の術もわからな

い状況で、日常診療にあたらなくてはな

らないという、新たな悩みをかかえるよ

うになりました。これからの残りの医師

人生、研究人生でどこまで解決できるか、

さあこれからがスタートです。

上司のひと言

山本　元久（札幌医科大学医学部　助教）

2009年にフランス・ブレストで開催された国際シェーグレン症候群シンポジウムでの懇親会の様子。
IgG4関連疾患を世界に広めるために、日本勢が力を一つに合わせました。（筆者は右より6人目、上司の
高橋裕樹先生は右より3人目）
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　今カナダへ向かう飛行機の中でこのエッ

セイを書いています。と申しますのも、私

はこの3月で北大を辞職し、4月からカナダ

に留学します。これから始まる新しい環境

への期待もありますが、今はそれをはるか

に凌ぐ不安が頭をもたげており、その不安

を少しでも紛らわすべく、本エッセイ執筆

のためペンを取りました。

　北海道大学で助手・助教として6年10ヶ

月勤務しました。大学院博士課程在学中

に北大での助手の話をいただき、大学院

を中途退学して"北の大地"に降り立ちまし

た。助手になりたての頃、学生時代の経験

から研究は思うように進まないことは十分

に理解していたにも関わらず、これからは

やりたい研究に没頭して論文も沢山発表

しよう、と今振り返ると恥ずかしい限りの

安易な夢（というより妄想）を抱いていま

した。当然、現実はそれほど甘くはなく、

論文として発表できた成果は、学生ととも

に行ってきた実験結果のごく一部。しかし

ながら、日々試行錯誤を繰り返し歩んでき

たこの6年10ヶ月は、そんな挫折や失敗の

中から次 と々新たなやりがいや可能性、そ

して楽しさを見いだし続けた日々でもあり

ました。また同時に、研究者・指導者とし

ての基礎を一から学び知ることもできまし

た。研究費の申請、共同研究、学生の指導

など、挙げればきりがありません。いずれ

も研究者・指導者にはごくごく日常の一コ

マですが、それらを当たり前のこととして

行うようになれたのは沢山の方々のサポー

トのおかげであり、そのような環境に身を

置くことができた北大での日々に感謝して

います。

　5年ほど前に「ultra soulな旅人を目指し

て」というタイトルで日本薬理学雑誌に

エッセイを書かせてもらったことがありま

す。研究を旅行になぞらえ、自由気ままに

書いた乱文ですが、助手として働き始めて

1年半の当時の私は、研究者としての自分

への迷いを吐露しつつも、自らの理想を書

き連ねました。そして後にそのエッセイの

執筆は、日々の研究を続ける中で立ち止

まって頭の中を整理するとてもいい機会で

あったことに気づきました。今回も、人生

の新たな分岐点を前にこのエッセイの執

筆がまた自らを見つめ直す良い機会となる

に違いありません。

　この6年10ヶ月の間というかけがえのな

い年月を共有してくださった南雅文教授を

はじめとする薬理学研究室のスタッフ、卒

業生、学生、そして家族に感謝しながら、

数時間後に降り立つ"北米の大地"に思い

を馳せたいと思います。

機上にて振り返る北大での6年10ヶ月

片山　貴博（北海道大学大学院薬学研究院　助教）

研究室の集合写真：私は2列目右から3人目
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　筆者が在籍していたアメリカの研究所

での出来事。

　夏休みがはじまった頃から、日頃研究

所では見かけない若者数人をよく目にす

るようになった。彼らは遺伝子の増幅や

タンパク質の分離といった分子生物学的

実験を行っていたようだった。筆者が所

属していた研究所では、日頃から大学生

をインターンシップとして受け入れる機

会も多かったため、彼らをまとめて受け

入れたという程度にしか考えていなかっ

た。それから1ヶ月ほど過ぎたある日、

研究所に到着すると十組ほどの正装した

夫婦がロビーに集まっていた。それを横

目に、自分のデスクでメールを確認する

と、「高校生の夏休み研究成果発表会を

開催します」というアナウンスが。彼ら

はこの発表会のために研究をしていたの

だった。

　会場の教室には先ほどの夫婦がおり、

ビデオカメラを設置する人も。その発表

がとても上手にまとめられていたことに

感心したが（現研究室の学部4年生より

も上！）、なにより驚いたのは彼らの研

究内容だった。現在アメリカ政府が注力

している再生可能なバイオマス（植物）

を原料とした燃料生産（植物の主構成成

分であるセルロースを分解しグルコース

へ、そしてバイオエタノール等の燃料へ

と変換）に関するものなのだ。まずは自

宅の庭の土壌からセルロースを分解する

微生物を見つけ出し、そしてその微生物

の種類を同定した。その後、それを培

養、セルロース分解酵素を液体クロマト

グラフィーで分離していた。さらにその

アミノ酸配列情報を手がかりにセルロー

ス分解酵素の設計図である遺伝子も同定

していたのだ。ターゲットは違うが、筆

者が学生時代からやってきた実験を高校

生がこの1ヶ月でいとも簡単にやってい

たのだ。

　筆者も体験入学などのイベントを担当

する機会があるが、その内容は1～2日

間の数時間でできるとても簡単な実験で

ある。先に示したように高校生がある程

度まとまった時間を費やし、最先端の研

究に実際に触れられる教育環境が多数の

ノーベル賞受賞者の輩出に関係している

のだろうか。

高校生が最先端の研究を体験

佐藤　康治（北海道大学大学院工学研究院　助教）

筆者が所属した 米国Joint BioEnergy Institute。
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　北海道大学へ赴任し約2年が経過致し

ました。懸念された冬の寒さも北陸出身

の僕には大きな問題とならず、逆に夏の涼

しさを享受でき1年を通して大変快適と感

じています。「えー、北海道？」と文句を言

いながらも付いてきてくれた家族達も、今

では札幌生活を大変気に入っているようで、

「次に移動する場合はお一人でどうぞ」と

宣言されちゃったりしています。札幌に馴

染んでいると安心している一方、寂しさも

少し。

　北大への移動で、研究場所としては10

箇所目となりました（この間所属研究室の

引越しを4回含む）。これまで文系から理

系へ、臨床から基礎へ、大学から研究所

へ、国立から私立へ、国内から国外へと

様々な形での研究環境の変遷を体験して

参りました。ところ変わればルールや考え

方も大きく変わります。ちょっとした機械の

使い方等にとどまらず、課題の設定や問題

の解決方法など、研究の根幹に関わる重

要な部分においてもそれぞれの所属先・

分野の“色”というものが存在すること度々

実感してきました。移動のたびにそれぞれ

の環境へのadjustmentを要求されるわけ

ですが、その過程を通して随分と柔軟性な

るものを獲得してきたこと実感致します。

特に、文系から理系へなど通常あまり経

験できない移動を体験したということもあ

り、異分野からの視点で自己の研究を見

つめなおすというような一風変わった特技

（？）を身に付けつつ現在に至っています。

　これまで、現状の自分に不足する能力・

技術・環境等の獲得を目的とし、積極的に

移動を選択してきました。結果、上述した

柔軟性を身につけたことに加えて常に新

鮮な気持ちで研究課題に向き合えたと

思っています。「転石苔生さず」。これには

2つの意味がありますが、ここまではその

ポジティブな意を十分に実感し、大胆に

環境を変えることの意義というものを最大

限に享受してきた感があります。

　しかしながら、まだまだ若手と呼ばれる

年齢ではありますが、そろそろ円熟味を増

した中堅研究者としての立場を構築してい

かなければならないということも目下の大

きな課題の一つです。いつまでも転がって

ばかりもいられない。そろそろ「転石苔生

さず」のもう一つの意を実現していかなけ

ればと気持ちを新たにしているところです。

「次に転がる時にはお一人で」という意の

家族の冷たい言葉も励みに、この北の大

地で苔の生すような太く重く大きな研究を

目指して取り組んでいきたく思っています。

A rolling stone gathers no moss.

香城　諭（北海道大学遺伝子病制御研究所　講師）

「そろそろ苔生させなきゃ」と僕に決意させるお言
葉を宣った札幌大好きなお二人。
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　子供のころから動物が好きだった私

は、酪農学園大学・獣医学部に進学し、

学部4年生の時にアライグマとタヌキに

出会いました。最初は、「身近な自然や

野生動物についての調査がしたい」と、

ただ何となく、漠然と考えていただけ

だったのですが、早いもので、あれか

ら、もう10年が経ちました。

　外来種である「アライグマ」と、在来

種である「タヌキ」…。この、正反対の

立場にある「アライグマ」と「タヌキ」

の研究には、いつも葛藤がついて回りま

した。今でも、この「外来種」という問

題は、一言では言い表すことができな

い、とても難しい問題だということを痛

感しています。もともとは、人間が北米

からペットとして輸入し、それが野生化

してしまったことが、現在のアライグマ

問題の始まりです。しかし、責任がある

のは人間であるにも関わらず、アライグ

マが「悪者」という認識が人々の間に広

まってしまい、これまでに数えきれない

ほど多くのアライグマが駆除されてきま

した。私は、北海道のアライグマ問題に

携わる人間の一人ではありますが、アラ

イグマの魅力にとりつかれた人間の一人

でもあります。アライグマはとても頭が

良く、とても魅力的な動物です。そのた

め、まだまだ時間のかかる問題ではある

と思いますが、1日も早く、この「アラ

イグマ問題」、「外来種問題」が解決さ

れることを、心から願っています。

　そして、このような「外来種問題」に

関わる中で、私の心を癒してくれるの

が、タヌキです。タヌキも、また、とて

も魅力的な動物です。罠から出すと、ポ

テポテと、かわいい、まんまるお尻を振

りながら、走っていくタヌキ。怖いと、

体が縮こまってしまい、その場から動け

なくなってしまうタヌキ。タヌキ寝入り

（死んだふり）をしているのに、怖く

て、おしっこをもらしてしまうタヌキ

…。野生動物にしては、あまりにも、タ

ヌキはマヌケすぎるのですが、その愛嬌

ある姿がたまらなく愛おしく、難しい

「外来種問題」に頭を悩ます自分をいつ

も癒してくれます。

　私はこれまで、この正反対の立場にあ

る「アライグマ」と「タヌキ」の研究を

行ってきましたが、願っていることは2

つです。それは、タヌキなどの身近な野

生動物をこれからも見守り続けたいこ

と、そして、犠牲になるアライグマの数

を1頭でも減らしたい、これが、私の願

いです。この問題が解決されるまで、あ

と何年かかるかわかりませんが、できる

限りの努力を続けようと思います。

アライグマとタヌキを追って

佐鹿万里子（北海道大学大学院獣医学研究科　客員研究員）

研究室の忘年会
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　このエッセイのタイトルは本来なら「カ
タチのハタラキとハタラキのカタチ」とし
た方がより正確に内容を伝える気がするの
ですが、長くて不恰好なので表題のように
短いものにしました。建築の世界には「形
態は機能に従う」（Form follows function.）
という格言があるそうです。機能美という
言葉もよく聞きます。冗長な装飾が排され
たとき、モノのカタチとハタラキの一致が
見られる。そこに生じた感動を指す言葉だ
ろうと思います。私は神経細胞の染色像を
見るとき、そこにも美しさを感じます。その
美しさが機能美と呼べるものかどうかは分
かりませんが、近いものだと思います。神
経細胞は大きく次の三つのパーツから構
成されます。核のある細胞体、活動電位を
他の神経に伝える軸索、他の神経から情
報を受け取る樹状突起です。写真（上）は
私が電気生理学的実験を行った後に染色
したマウス嗅球の神経細胞です。丸い細
胞体から3本の突起が伸びているのが見
えます。これらは樹状突起です。軸索は細
すぎて見えません。樹状突起はその名のと
おりに木の枝のように伸びて途中で分岐
します。樹状突起は他の神経から情報を
受け取るために伸びており、その分岐もよ
り多くの情報を得るためです。これは樹木
が日光の当たる葉の枚数を多くするために
枝を伸ばし、分岐していくのと似ています。
神経細胞の樹状突起はより多くの情報を、
樹木の枝はより多くの日光を得るために、
すなわち、それぞれの受容野を広げるとい
う同様の理由から似たカタチとなっている
のだろうと思います。したがって、神経細胞

の突起が樹上突起と名づけられるほど樹
木と似ているのもたまたまではなく、受容
するという機能の表現であることに起因す
るのでしょう。一方で学習という現象につ
いて考えてみると、「学ぶ」は「まねぶ」が
語源であると言われるように、まずは真似
をするところから始まります。そして繰り返
しカタチを模倣することによってそのカタ
チが意図するハタラキを発見するというプ
ロセスを経ます。いったんハタラキを見つ
ければカタチもまたよりよいものに加工可
能となります。こうして現れる新しいカタチ
がオリジナリティと呼ばれるものの正体で
はないでしょうか。ここまで書いた文章が
機能美からは程遠い冗長なもので内容も
オリジナリティに乏しいのは、機能美とオ
リジナリティが密接に関連していることの
ひとつの証拠であろうと思います。

カタチとハタラキ

野口　智弘（旭川医科大学医学部　助教）

上：マウス嗅球神経細胞の染色像。下：日本味と匂
学会第42回大会（富山）に参加後、足を伸ばして訪
れた金沢・兼六園の松。どちらも見事な枝ぶり！
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　この原稿に何を書くか頭を悩ませてい

た時、私は支笏湖のユースホステルで行

われた２泊３日の核磁気共鳴分光法

（NMR）の研究会に参加中であった。

会期中は天候に恵まれ、雲一つない晴天

が続き、夜には多くの星を見ることがで

きた。そんな夜空の下で、私はこの原稿

のネタをビール片手にまさしく暗中模索

していた。考えながらぼーっと星を見て

いたら、学生時代に宇宙物理学に興味を

持ち、スティーブン・ホーキングの

「ホーキング、宇宙を語る」などを読ん

でいたことをふと思い出した。またそれ

と同時に、この研究会の一週間ほど前に

報道されたヒッグス粒子発見のニュース

が頭をよぎった。ヒッグス粒子の発見が

本当であれば、2008年にノーベル賞を

受賞した南部陽一郎先生の理論の正しさ

を裏づけることになり、宇宙誕生初期の

状態を知る手がかりにもなる人類の大き

な一歩である。この発見は欧州原子核研

究機構（CERN）の大型ハドロン衝突型

加速器（LHC）によってもたらされ、日

本の研究グループもLHCや測定装置の開

発に携り、ヒッグス粒子発見に大きな貢

献をした。私はこのニュースに興奮し、

また、日本の貢献を誇りに思った。しか

しながら、この発見の詳細や他の人の反

応を知るために、いろいろなネットサイ

トを見ていると賞賛と共に「ヒッグス粒

子の発見は何の役に立つのか？」という

ような批判的な意見を多く見た。LHCの

開発には約5000億円掛かっており、ま

た、日本も100億円以上の資金支援を

行った。今回の発見はこのような巨額な

費用が投じられて得た成果であり、ま

た、すぐに応用できる発見でないことか

ら批判的な意見が多く見られたのだと思

う。「何の役に立つのか？」という批判

は基礎研究に携わる私にとっても何かと

つきまとう批判である。私は生命科学の

研究者であり、素粒子物理学の研究者よ

りは幾分この問いに対して答え易いよう

に思いますが、私の研究もすぐに応用に

結びつくものでもないので実際のところ

なかなか悩ましい。ただし、このような

ことを私が悩んでも、「下手の考え休む

に似たり」ですので、目下の研究を実直

に進めていくしかないと思う。星空を見

ながらそんなことを考えた研究会の2日

目の夜でした。

ヒッグス粒子の発見と基礎研究

神谷　昌克（北海道大学大学院先端生命科学研究院　助教）

筆者が参加した研究会が行われた支笏湖の夕焼け
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　北海道で研究をはじめて5年が経とう

としている。私にとって、とても貴重な

経験を積み重ねてきた期間であることは

間違いない。

　今から5年前、私は家族と共に引っ越

してきた。北海道での生活は初めてであ

る。雪国での生活はどのようなものなの

か？と不安に思いながらフェリーに揺ら

れて苫小牧の港に着いたことを今でも鮮

明に覚えている。

　私が在籍している研究室は、私が赴任

する直前にできたばかりで、当時、ス

タッフ3名と技術職員1名の4名しかいな

い小さな研究室だった。そのような中、

研究所建替えのため仮住まいへの引っ越

しと新しい研究の立ち上げが重なり怒濤

のような生活を過ごしていた。今ではス

タッフの他に学部生・大学院生が加わり、

20名のメンバーと共に日夜活気にあふ

れた中で研究を進めることができるよう

になり、少しずつではあるが成果が出始

めている。

　私はこれまで、感染やがんに対する生

体防御システムについて分子レベルでそ

のメカニズムを解析することを中心に研

究を行ってきた。生体は生きていくため

に多くの巧妙な仕組みを備えており、そ

の一つに生体に侵入してきた病原微生物

を察知するセンサーが存在することが明

らかとなってきている。最近、私たちは

病原微生物の核酸を認識するセンサーの

働きを増強する分子を見いだすことがで

きた。今後、感染やがんなどに対し、新

たな認識受容体や調節因子を探索するこ

とで、感染症や自己免疫疾患、がんと

いった難治性疾患の分子病態の解明を目

指したいと考えている。

　研究のみならず、北海道の生活にも慣

れてきた。不安に思いながら苫小牧の港

に着いた頃を懐かしく思う。ここで研究

をするきっかけを与えてくださった教授、

また共に学ぶ同僚や学生に恵まれたこと

に感謝している。

新天地

早川　清雄（北海道大学遺伝子病制御研究所　助教）

研究室のメンバーと野球大会へ参加した。（2012年6月）
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　注目されている道産食材。地産地消の
浸透で、飲食店、小売店などで多く取り入
れ一般消費者も道産食材が身近なものと
なってきました。利用者にとって顔の見え
る生産物で安心・安全であることが、食品
選びの重要なポイントとなりました。しか
し、一般消費者の手に入りやすいのは、大
規模生産であったり、ホクレンやＪＡ経由
のものが多いのが実情です。道内には、こ
だわりの生産方法や、品種で地道に農畜
産業を行っている生産者も多数います。こ
の生産者の農作物は小規模であるがゆえ
に、生産量が少なく大規模流通への出荷
があまりできず、消費者へ届くことが難し
くなっています。
　そこで、今回の社会貢献活動の助成を
活用して、小規模生産者の生産物を一般
消費者へ伝え、飲食店や小売店でその生
産物を取り入れ、流通に結び付ける活動
を実施いたしました。
　安全・安心、そしてこだわりの生産物を
おうちのテーブルにのせてほしいという願
いを込めて、プロジェクト名を「美味しい
テーブル北海道」とし、計4回のイベント、
ホームページ展開を行ってきました。
　イベントでは、貴重な原木栽培をおこ
なっている札幌のキノコ農家さんや、葡萄
畑から栽培しているワイナリーのオーナー、
小規模生産者の商品を厳選して販売して
いる小売店、札幌近郊の女性農業者など
を講師に迎えて、生産物への思いや特徴、
美味しい食べ方などを学び、参加者は生
産者の思いの詰まった生産物をいただき
ながら、生産者の実態を知り、どうやった

ら普及するかなどを議論しました。交流し
やすい規模での開催を想定していたため、
毎回約30名の規模で実施しました。道産
食材には、関心が高い方が多いこともあり、
毎回すぐに定員に達することが出来ました。
　ホームページは、道内の小規模農家や
その商品を扱う飲食店・小売店の紹介、小
規模生産者の農作物を実際に使っている
飲食店シェフのインタビュー記事、イベン
トレポートなどを掲載しました。人気ブロ
ガーの方たちにも、リンクやイベントレポー
トでご協力いただきました。
　参加者の方々から、講師としてお願いし
た生産者への取材依頼や、商品化の問合
わせ、食に関する他事業のアドバイザー、
新規イベントでの協力など、この事業を通
して生産者が、異業種と交流を持ち、新し
いネットワーク・新しいビジネスを始める
橋渡しができたように感じます。
　小規模であるため品薄で流通に乗りづ
らい、コスト高による高価格など課題が多
い生産物ではありますが、その良さをひと
りでも多くの消費者に知っていただき、消
費が増えることでそれらの課題を少しずつ
解消していけたらと思っています。

美味しいテーブル北海道の一場面

道産食材発見！実行委員会：実行委員長　小島紳次郎
安全・安心は当たり前！美味しい道産食材を再発見！「美味しいテーブル北海道」
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　野生動物リハビリテーター協会は北海

道を中心に傷病野生動物の応急手当・リ

ハビリなどのボランティア活動を行い、

またその技術の普及活動を通し、野生動

物保護、自然環境保全推進、そしてその

教育への関与を目指しています。2005

年1月に設立したボランティア組織で、

野生動物保護に関心を持つ一般市民約

200名が会員登録しています。「野生動

物リハビリテーター認定講座・試験」、

「リハビリ講演会」、「油汚染鳥救護講

習会」等を実施し、野生動物保護活動の

普及を図っています。

　野生動物はペットや産業動物等と異な

り「無主物」であるため、その扱いは容

易ではありません。又、直接市民生活に

係わることがまれな傷病野生動物を保護

する当会の活動はあまり注目されること

はありませんでした。しかい近年、人々

の環境への関心は高まっており、広報を

強化することで、環境保全活動の啓発と

新たな人材の確保が可能と考えました。

そこで魅力的なホームページや活動内容

をわかりやすく紹介するパンフレットの

作成等に助成して頂き、より多くの人へ

情報を発信できるよう取り組んでいます。

　その一つの試みとして2011年10月か

ら2012年3月まで毎月1回野生動物を

テーマとした連続講義を実施し、述べ

100名以上の方に参加頂きました。野生

動物をテーマとした講習会にはなかなか

参加者が集まらないものですがが、予想

以上の方に参加頂けたのは助成金により

充分なPR活動が可能であった事が要因

と考えています。連続講座参加者から

「今まで知らなかったことをたくさん学

べた」等の好評を頂き、野生動物を多く

の方々に身近に感じてもらえる結果につ

ながったと実感し、今後の活動の励みに

もなりました。

　加えて、連続講座の講師を関連団体へ

依頼したことで、新たなつながりが多く

生まれたことも収穫の一つでした。今後

も野生動物保護・環境保全等の活動を

行っている他団体や協力病院とのネット

ワークを広げ、積極的に情報交換を行い、

互いに協力し合える関係を構築していき

たいと思っています。又新たに作成した

ホームページには問い合わせが相次ぎ、

認定講座には道外からの参加者が増加し

ました。

　今後も傷ついた命を一つでも多く救え

るよう、そして当会の活動が、人々に野

生動物という「いのち」を通し、改めて

自分たちの環境について考えてもらえる

きっかになればと願っております。

野生動物リハビリテーター協会：会長兼理事長　金川　弘司

野生動物連続講座の様子

野生動物リハビリ活動促進のための広報活動
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　当法人は、南北海道の自然と文化の玄

関口（ゲートウェイ）であり、国際交流

の盛んな大沼･駒ケ岳地域に、企業、行

政、地域住民が一体となった地域マネー

ジメントの拠点を創出することをミッ

ションとして1年前に設立されました。

環境保全、地域振興、観光振興の事業を

サーキット状に繰り返すことで、持続可

能な地域づくりを推進しています。

　今年度助成を受けて実施した体験型の

環境学習事業とふくしまキッズという被

災地支援事業は、地域の新たな協働関係

を創出し、地域の諸課題を解決するため

の社会関係資本の再構築に大きく貢献す

る結果となりました。具体的には、地域

の人々が事業の成果を確認し参画しやす

い場づくりのために、①環境保全及び被

災者支援活動の企画→②活動に必要なコ

ンテンツ（学びのプログラム）の開発→

③広報活動による地域資源の発掘→④自

然体験型及び地域交流型活動の実施→⑤

結果を踏まえた上で次の目標設定と新た

な地域資源のコンテンツ化→①活動の企

画という循環サイクルによって地域力そ

のものが向上していきました。

　2011年6月～2012年3月にかけて実

施した助成事業を通じて、大沼の水質浄

化と環境の保全に貢献すると共に、福島

を初めとした全国の子ども達に第2のふ

るさとを提供するために、渡島檜山地域

の新たなネットワーク基盤を創出するこ

とができました。具体的な町村として

は、松前町、奥尻町、江差町、上ノ国

町、厚沢部町、せたな町、森町、長万部

町、北斗市、函館市など渡島檜山の広範

囲渡ってこのプロジェクトへの支援をい

ただくことができ、活動のフィールドを

広げることができました。これは法人設

立当初のミッションでもあり、道南全体

のワーキングネットの基盤を創ることが

できました。　　

　今後の展開としては、北海道新幹線の

開通を視野に入れた大沼ゲートウェイ構

想をさらに加速させるために、大沼を拠

点とした南北海道サマースクールプロ

ジェクトを始動させる方向で関係団体と

調整を進めています。また大沼国定公園

がラムサール条約の登録湿地になろうと

している今、助成事業で構築した地域と

の協働関係を活かして、ワイズユースの

考え方をベースとした環境保全、地域振

興、観光振興新のバランスの取れた環境

マネージメントシステムの構築に向けて

基盤整備を強化してゆきたいと思ってい

ます。

大沼漁協と連携をして葦の水質浄化イカダをつくり
ました。「できることから無理なく長く」をテーマ
に活動を続けています。

大沼・駒ヶ岳ふるさとづくりセンター：理事長　幅口　堅二
学びをコアとした循環型の地域づくりモデルを目指して
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　北海道コミュニケーション教育ネット

では、北海道の舞台芸術及び教育分野に

おける横断的なネットワーク形成を行い、

舞台芸術の力を活用して教育現場を支援

し、青少年の健全な育成とコミュニケー

ション能力の向上を図りながら、豊かな

地域づくりに資することを目指していま

す。

　ここ10数年の間に、まちづくりや教

育活動に芸術を媒介とした活動が取り組

まれている事例が増えています。それは、

芸術が、人と人、人と場を結びつける重

要な役割を社会の中で担うことが理解さ

れ、受け入れられてきたからであると実

感しています。しかしながら、北海道に

於いては、芸術表現を用いた教育活動に

関する取り組みに対する理解や、推進の

動きが少ない為、実際の活動現場を体験

し、その効果や可能性を体感する機会が

乏しいという現状がると認識しています。

　また、そうした活動を実践したくても、

先駆的な事例や、ノウハウを学ぶ機会が

乏しいことから、今後の発展性や可能性

を広げることが難しく、分野を越えた活

動の連携、協力体制を構築する仕組みが

求められていました。

　そうした背景とニーズに対応するべく、

私たちは、文化芸術の力を活用して教育

現場の課題を解決し、教育機関（主に小、

中有学校）に、芸術表現に触れる機会や

自ら芸術表現を行う体験の場の提供、表

現者の指導力の向上を目的としたプログ

ラムの研究、教育現場と表現者を繋ぐ

コーディネートの手法などの研究を行っ

ています。また、定期的なミーティング

やフォーラムを開催を通じて、活動展開

に欠かせないより実践的ノウハウを蓄積、

共有、発信し、表現者、教育関係者の両

者に、コミュニケーション教育事業の有

効性について理解を促す取り組みを行っ

ています。

　今後は、設立以来培った実績やノウハ

ウ、ネットワーク、「アート教育人材バ

ンク」の拡充と活用を軸に、継続的な運

営を行う上での上の人材の活用や、安定

的な予算の確保などの課題を克服し、芸

術文化関係者、教育現場との連携体制を

維持、発展していく努力をしていきたい

と考えています。

北海道コミュニケーション教育ネット：代表　岩崎　義純

コミュニケーション教育フェスタの様子

コミュニケーション教育事業の展望
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　さっぽろ自由学校「遊」は、市民がつく
る、市民に開かれたオルタナティブな学び
の場づくりを行う市民活動団体です。札幌
の拠点を中心に、年間を通してさまざまな
社会的課題について学ぶ企画を立案し運
営しています。
　今回の対象地域である夕張は、かつて
炭鉱で繁栄し、1960年頃には12万人がひ
しめく都市でした。しかし、国のエネル
ギー政策の転換により炭鉱は衰退。変
わって1980年代から観光産業などの地域
活性化事業に資金投入されましたが、過
疎化と高齢化は止まりませんでした。巨額
の赤字を抱えるに至った経緯の責任問題
は解明されないまま、2007年に夕張市は
財政破綻。財政再生団体となり、住民に税
負担や不便な生活が強いられている状況
です。
　私たちは2007年当初から、人権の問題
として、夕張問題を折に触れ取り上げてき
ましたが、年月とともに夕張問題への世間
の関心が薄れていくことを危惧しておりま
した。そんな折、秋山財団より当プロジェク
トに助成いただくことになり、夕張の未来
をどうつくるかに向けた、多角的かつ重層
的な取り組みを行うことができました。
　プロジェクトは2011年5月から開始し、
翌3月末日に至るまで、数々の企画を行い
ました。
　5月～9月（札幌で）

連続講座【夕張、その後を追う】全5回
　10月上旬（夕張で）

2泊3日【夕張の歴史・自然・人々に触
れる交流合宿】

　12月（夕張で）
【ニセコ町長・片山健也さん講演会in

夕張】
　3月上旬（夕張で）

【夕張の豊かな自然環境を守り続け
るための学習会】

　3月下旬（札幌で）
【写真展『眠れる山々の光－夕張』】

　このプロジェクトを通して、今後の夕張
のまちづくりに向けて見えてきたことは、以
下の4点です。①夕張の歴史遺産とその保
存の重要性を再認識し、もっと活用の道を
見つけよう。語り部の方々のお話を聴こう。
②夕張の自然の美しさを再認識し、どう
守っていくか、どう生かしていくか具体的
に考えていこう。③財政破綻と市民の自治
の問題：まだまだ解明・議論すべきこと山
積！　④夕張の風土と市民のまちづくりへ
の意識：状況が変化しつつあり、市民間の
心の垣根が低くなってきた。
　1年間の活動を通して、夕張で市民活動
を行う方 と々連携しあえる関係をつくるこ
とができました。今後も札幌の団体として、
夕張の方と一緒に夕張問題のことや、夕張
の未来のことについて学ぶ取り組みをして
いきたい。その中から夕張の方々のエンパ
ワメントにつながる動きが生まれるといい
な、と思っています。（文責：滝口香織）

大正時代に使われていた旧坑口・北上坑（夕張市）
～炭鉱事故の殉職者数百名が地下に眠る現場

ＮＰＯ法人さっぽろ自由学校「遊」：共同代表　宮内　泰介
夕張の価値発見と再生プロジェクト
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　私どもＮＰＯ法人炭鉱の記憶推進事業
団は、2007年に設立し、空知のアイデン
ティティともいえるさまざまな有形・無形の
「炭鉱の記憶」を活用し、地域の再生にむ
けた活動を行なっています。このたび社会
貢献事業助成をいただき、夕張市清水沢
地区で、地域資源である「炭鉱の記憶」に
新たな価値を付与することで地域づくりに
つなげていく活動を行いました。空知産
炭地域全域にわたり市民活動の支援・
コーディネート役を担っている当ＮＰＯに
とって、特定の地区で一定期間にわたり地
域活性化プロジェクトを展開するのは初め
ての試みとなりました。
　清水沢地区には大型の炭鉱遺産が随所
に残り、かつての炭鉱社会を基盤とするコ
ミュニティが今も見られます。しかし、高齢
者が半数を占め、健康に生活できる地域
づくりと地域コミュニティの維持・継承が
課題となっています。私たちは、「炭鉱の
記憶」から派生した習慣や文化を資源とし
て磨くことで、それを種に地域に関心を寄
せる外部の人 と々地域の人々が出会い、地
域内外の人々がともに手を携えて地域づく
りを行うことが可能になるのではないかと
考えました。
　その核として、アートを介して可視不可
視の炭鉱遺産の顕在化を試みる「夕張清
水沢アートプロジェクト」（協力：札幌市立
大学上遠野教授・デザイン学部・看護学
部）を開催したほか、炭鉱の記憶に様々な
角度から光を当てる催事＝場を数多く設
定しました。その過程でもともと炭鉱の社
宅である市営住宅をプロジェクトハウスと
して特別にお借りし、コーディネーターや
アーティストが滞在し地域の一員として実

際に生活することで、濃密なコミュニケー
ションを図りました。
̶ある若いアーティストは、何度もこのま
ちを訪れ、このように感じているといいま
す。
「少し年上の人生の先輩だと思ってつき
あっている。だからこのまちが心地い
い。」
　これらの「よそものの姿」は地域の人々
の心をも動かしていきました。アートプロ
ジェクトの会場となった炭鉱遺産である旧
発電所の所有企業は、学生たちの姿や
1,000名もの来場者が訪れたことに感動し、
向こう10年は建物を解体しないことを決
意しました。地元町内会からは「若い人た
ちがくると元気がでる」と地域行事へのお
誘いをいただくようになり、共に行動する
機会が増えています。
　本プロジェクトは、年齢や立場を超えた
地域内外のスクラムを醸成し、「ともに歩
む地域」の一歩を踏み出す端緒となりまし
た。今後も引き続き前進し続けるほか、今
年9月～10月に開催予定の「奔別アートプ
ロジェクト」などに知見を活かしていきた
いと考えています。

特定非営利活動法人炭鉱の記憶推進事業団：理事長　吉岡　宏高

子ども達と学生たちのワークショップ

炭鉱の記憶でともに歩む地域づくりを
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　本ネットワークは、積雪・極寒冷地で
発生する災害に対処できる能力を実践演
習を通じて集積し、市民一人ひとりに
「いきる力・いきぬく力」を培っていた
だくための実践型の取り組みです。
　私たちの住む北海道は、冬期に大きな
エネルギーを必要とする厳寒の地です。
幸いにも北海道が開拓されてから、冬期
に甚大災害を被ったことがありません。
裏を返せば、冬期に被災した場合どのよ
うな試練が訪れるのかを経験したことが
ないと言えます。このことは国の施策
にも現れています。過去の災害が無い
限り、防災予算としての計上は難し
く、北海道の冬期被災に対応するため
の整備は極めて手薄になっています。
防災避難訓練というと、あらかじめマ
ニュアルを用意し、マニュアルに沿っ
て１分単位で行動し、各所からやって
きた人員が避難場所に集合・点呼して
終了するというのが一般的です。これ
だけの訓練で北海道の冬期被災に対応
できるでしょうか？その答えは火を見
るより明らかです。
　国や行政の対応だけでなく、市民の受
け止めにも問題があります。市民の防災
意識は、「行政過度依存型」と考えてい
ます。何かが起きた時には自治体や自衛
隊等に護ってもらえるだろうという過信
を多くの市民が抱いています。しかし被
災直後の急性期に、即時に全体へ対応
することは不可能です。被災直後は、
自分の力「自助」と、ご近所の力「共
助」の二つが極めて重要であり、行政

の力「公助」は被災後24時間以上経過
してからと考えます。居住する地域に起
こり得る災害のタイプ、災害の程度を踏
まえて、家族の構成に合った自助努力を
しておかなければ、万が一にいきぬくこ
とができません。特に、インフラの中で
も電気の供給が停止した場合、オール電
化住宅は元より、石油を含めたほぼすべ
ての暖房設備が使用できない状態に陥
り、災害により発生する損壊などの一次
的な事象よりも、寒冷による二次的な被
害の方が大きくなります。暖を取る術は
極めて重要となります。
　本ネットワークの取り組みは、国や市
町村など大きな単位での減災の取り組み
ではなく、一人ひとりの市民の手に必要
な力、知識を提案することが目的です。
衣・食・住の三原則に「情報」「ここ
ろ」を加えた五原則を被災後の生活に不
可欠な柱と位置づけて、様々な知恵を網
羅していきます。温暖地域とは異なる寒
冷地域特有の生活を考え、北海道で安心
して暮らせる「いきる力」を備えていき
ます。

ネットワーク主催秋期避難所演習における暖房・炊
事・宿泊施設の展開風景（50人収容）

代表：根本　昌宏

積雪・極寒冷地域のいのちを護る防災・減災への取り組み
― いきるための力を創出する
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　「道内の意思伝達支援ネットワーク構
築」事業は、ALS（筋萎縮性側索硬化症）
やその他の神経難病、またその他の病気
や事故などで四肢の機能が全廃、気管切
開により音声言語機能を喪失した重度障
害のある方が、身体に残されたわずかな機
能を使い、家族や医療者等、周囲の人たち
とのコミュニケーションのために意思伝達
装置を導入し、病院や自宅などにおける継
続的な利用を支援するための多職種間の
ネットワークを形成するものです。
　その導入は情報・デモ機・支援者間の
連携の不足によりまだまだ困難な状況に
あります。特に北海道のような広大な土地
では、物も情報も都市部に偏り、地方では
必要な支援が受けられないケースも多い
のが現状です。道内のどこに住んでいても
意思伝達装置の導入がスムーズに行われ
るよう医療・福祉・技術職・保健所・学
校・ボランティア等が連携し、継続的な利
用を支援するための北海道モデルを構築
していくことを目標としてスタートしました。
　3年間にわたる事業の1年目は、この事
業の目的を関係者（道内外の医療者や在
宅支援者やマスコミ）に知ってもらう事を
目標とし、このプロジェクトのための委員
を招集し委員会を2回開催しました。地方
研修会（23年度は室蘭、北見、岩見沢、恵
庭）や小さな勉強会（全4回）を開催。ま
たブログ『糸から布へ』を開設し、病院や
在宅への相談支援・導入支援は40名の方
へ述べ125回の実施となりました。
　各地域での反響は大きく、室蘭研修で
は38名、北見研修では90名ほどの医療
者・在宅支援者が参加。これは各地域の
保健師さんが、普段から在宅の患者さん

や医療者、在宅支援者と密接に信頼関係
を築き上げているからに他なりません。研
修に参加した皆様からたくさんの相談を
受け、地方へのデモ機貸出も急増しました。
　また札幌で行われた小さな勉強会には
道内の保健師、養護教諭、ケアマネ、訪問
看護師、ヘルパー、各地域のOT、PT、STな
ど意思伝達装置導入・利用に直接かかわ
る職種の方、工学大学の教授、学生、ボラ
ンティアなど毎回15名前後が参加。各回
様々なスペシャリストを講師に迎え、活発
な意見交換が交されました。
　意思伝達装置は導入したら終わりでは
なく、使い続けるために周囲の支援者の理
解と協力が必要です。生きている限り、誰
かと繋がっていたいという願いを、患者さ
んに関わるすべての人と共有することが
ネットワーク構築の第一歩であると信じて
います。
　昨年度は全国フォーラムにも参加して北
海道の状況を発表しましたが、全国でも
東京を除けば積極的に活動に取り組んで
いるのは10団体もなく、残り2年で北海道
らしい支援者間のネットワークの構築に取
り組んでいきたいと思っております。

道内の意思伝達支援普及プロジェクト

成長は意思伝達装置とともに

代表：杉山　逸子
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＜中間支援組織の重要性＞
　このプロジェクトで最初に取り組んだ
ことは、国際森林年をテーマにした関係
者間情報交換会議である。森林保全や林
業関係の、国、自治体、地元民間団体、
研究者、企業の方々に集まってもらい、
日頃の活動や課題等について議論を行っ
た。ここでわかったのは、森林や林業を
テーマにした横の連携が活発ではないこ
とである。近年、北海道内でも企業等に
よる植林活動が活発となっているが、植
樹活動からは植樹に適した土地が不足し
ている、また植樹を求める側では、植林
作業をする団体等を探しており、その
マッチングが図られていないことがわ
かってきた。また、差はあるものの植林
はすでに十分な地域もあり、むしろ間伐
や枝打ちなどの育樹活動が求められてお
り、活動と必要とするニーズのミスマッ
チが生まれている。これらは、やはり中
間で情報の収集整理がうまくなされてい
ないことやそれらを蓄積し必要なところ
へ提供発信する機能がないからではない
かということが考えられる。そうした
ネットワークを形成する際には、中間支
援組織が有効に機能することが求められ
る。
＜森からはじめるエネルギーシフト＞
　2011年3月の東京電力福島第1原子力
発電所事故は、日本人にこれまで当たり
前のように享受してきたエネルギーのあ
り方に大きな課題を突き付けた。一方
で、北海道の大きな優位性のひとつであ
る木質バイオマスの活用は、コストや利

便性の問題から、一向に普及する兆しが
ない。そこでこのテーマに関する示唆を
得るため、木質バイオマスエネルギーへ
のシフトを考えるフォーラムを行った。
重要なことは、図書館や役場、病院など
の公共施設から木質バイオマスの利用を
始めること、また、森には林地残材が大
量に残されており、それを引き出しても
あまりコストのかからない林業地域の公
共施設を利用することがカギである。こ
のことは、その地域の経済にも好循環を
もたらすことがわかっており、雇用の創
出も重要な要素である。実際に導入して
いる地方自治体もあり、取り組みを進め
ることが北海道の未来につながると感じ
ている。
　このプロジェクトは、国際森林年
（2011年）や国連持続可能な開発会議
（Rio+20）の開催年（2012年）をきっ
かけとし、こうした議論を活発化し、課
題を見つけ、一歩でも進めるよう中間支
援的な動きを行っている。次世代に、よ
り環境的に価値ある北海道を引き継ぐた
めにこれらの取り組みを成功させたいと
考えている。

満員となったフォーラム：森からはじめるエネル
ギーシフト

Rio＋20　北海道ネットワークプロジェクト
代表：久保田　学
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　和解と平和のための東アジア市民ネッ
トワークでは、東アジア近現代史の実態解
明に取り組む日本・韓国・在日朝鮮人をは
じめとした東アジアの市民によるネット
ワークづくりをすすめています。
　日本の敗戦から67年を迎えるアジア太
平洋戦争の時代、日本各地の炭鉱や港湾、
工場などで強制労働に従事させられた朝
鮮人、中国人強制連行、日本人タコ部屋労
働の過酷な歴史がありました。とりわけ、過
酷な労働と差別や虐待によって死に至ら
しめられた方のなかには、遺骨も還されぬ
まま寺院に預けられたり、野山に打ち捨て
られ闇に葬られてきた事実があります。現
在、北海道内に数百体の遺骨の存在が判
明しています。
　そのような犠牲者の遺骨を探し出し、ご
遺族を探して遺骨を故郷に還そうとする
「東アジアの平和のための共同ワーク
ショップ」、「強制連行・強制労働犠牲者を
考える北海道フォーラム」等の市民の手に
よる歴史課題の解決をめざすネットワーク
づくりが私たちの主たる取り組みです。
　しかし、この課題には市民やNGOだけで
解決につながるものではありません。地方
自治体や地域住民との協働をすすめると
共に、労働者を使役してきた企業、強制連
行をすすめた日本政府に働きかけ、主体
的責任を追及していくことが求められま
す。そのため、時の国際情勢や国家間の政
治的緊張、各国政府の態度によって人の
交流が阻まれ、遺骨をおかえしする営み自
体が政治に翻弄されもしてきました。それ
でも、この遺骨の課題を通じて歴史に向き
合い、出会いを求めていく人々、市民の着
実な歩みが積み重ねられています。

　私たちは今年度の計画を策定するにあ
たり名称を改め、ネットワークに20、30代
の大学生・青年が数多く加わりました。「次
世代の担い手づくり」への働きかけが功奏
したといえます。異世代の交流と活動の継
承は、戦争と植民地支配を体験した遺族
や戦中戦後を生きてこられた世代と、若い
世代との出会いと共同が課題解決への必
然であることを示しています。
　この夏、2012年8月23日～29日、北海
道芦別市において古老の証言をもとに遺
骨発掘のワークショップが開催されます。
発掘現場は旧三井芦別炭鉱の朝鮮人寮跡
地、芦別川河畔の原野です。これに先立ち、
ネットワークでは市民や韓国政府の現地
調査などを手引きしてきました。発掘の呼
びかけに応じた総勢100名にのぼる地元
芦別市民、東アジアから集う参加者たち
は、異なる世代、民族、国籍、人生のあゆみ
を抱えながら、スコップを手に「生命（いの
ち）」を掘り起こします。
　ささやかな取り組みですが、この歩みが
真に東アジアの市民の和解と共同を創る
ものと確信し、秋山財団のご支援が文字通
り大きな支えとなっていますことを感謝と
共に記しておきます。

2012年2月、冬の東アジアワークショップで「東ア
ジア市民社会の半世紀」をテーマに講演する金淳孝
さん（元ハンギョレ新聞編集長）

代表：呉　明𤋮

和解と平和のための東アジア市民ネットワーク
（旧称：遺骨奉還・東アジアの和解と友好のためのネットワーク）

オ ミョンヒ
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　私たちは、山主や市民が森に入り、手

入れをし、さまざまな恵みを生活に活か

すことができるように、きめ細かな森と

の関わりづくりを目指しています。近年

の国の林業政策では後退していると思い

ます。

　間伐などの森の手入れは、ふつう大型

の機械で行われ、素人は手を出せないと

思われています。でも、地元の山主さん

たちに聞き取りをすると、実に多様な要

望があることが分かってきました。そし

て、見よう見まねで、気軽に森に入れる

「森の道」をつくると、山主さんの意欲

がむくむくと湧いてくるのを目の当たり

にしました。林業にも、山菜とりにも、

ツーリズムにも、いろんなことに使える

道を作れば、森と里がつながるきっかけ

になる、そんな直感がこのプロジェクト

のスタートでした。

　森を壊さず簡易な道をつける、そんな

技術を普及するために、本州の専門家を

招いて2011年と12年に技術研修をしま

した。また、昨年は400ｍの道をつけ、

1.6ヘクタールの間伐を実施しました。

今年は、1000ｍの開設と道の活用、間

伐の効率などについて、北大や林業試験

場と検証します。すでに行政や研究機関

など多方面から視察があり、手ごたえを

感じています。

　道をつくると、今まで気軽に入れな

かった自分の森の状態が、よく分かるよ

うになります。それから活用を一緒に考

えていこうと思います。こちらが驚くよ

うな夢を山主さんが語り始めることもあ

ります。それらの夢を実現するために、

さまざまなテストをしています。薪を効

率よく運び出したり、工芸家がクラフト

材料を提供したり、農家のトラクターに

取り付ける林業用の機械の検証など。並

行して、山主さんたちに森の管理プラン

を提案する予定です。地元農村や市民向

けに道の見学会を実施したり、農村集会

に同席して、次の「森の相談」につなげ

たいと思います。

　プロジェクトのゴールは、森を活用す

る人たちが増え、プロの大型機械林業だ

けでない、多様な森とのつきあいが広ま

ること。そして、農村の活性化にも少し

お手伝いでき、林業の現場で働く人たち

にも夢を持ってもらえることです。実例

を重ね、ネットワークをつくり、多くの

方が体験する機会を作っていきたいと思

います。

市民の方と道づくりを体験

森と里つなぎプロジェクト
代表：陣内　雄



⒈ 　今回も受領者の方々を始め関係各位からたくさんのご寄稿をいただきました。大変

にお忙しい中、貴重なお時間を割いて迅速な対応をしていただき、この場を借りまし

て御礼申し上げます。

⒉ 　当財団の「年報」に関するご意見や新企画等のご提案について、皆様からのご提案

をお待ちいたしております。事務局までお寄せくださるようお願いいたします。

　　平成24年 8 月31日

公益財団法人秋山記念生命科学振興財団

事務局

―― あ　と　が　き ――







公益財団法人秋山記念生命科学振興財団

ご寄附をお寄せくださる方に

■ 当財団は、健康維持・増進に関連する生命科学（ライフサイエンス）の基礎研究を奨励し、

かつ、人材育成及び国際的な人材交流の活性化を促進し、その成果を応用技術の開発へ反

映させることにより、学術の振興及び地場産業の育成並びに道民の福祉の向上に寄与する

ことを目的としております。

■ 具体的には、健康維持・増進に関連する生命科学の基礎研究に対する助成、生命科学の進

歩発展に顕著な功績があった研究者に対する褒賞、地域社会の健全な発展を目的とする活

動並びに担い手育成及びネットワーク構築に対する助成等です。

■ この事業を推進するに当たっては、保有株式の配当金と皆様からの寄附金ならびに基本財

産の運用による利息収入により行われております。

■ 当財団は、ご寄附を賜った方に対して税法上の特典を受けられる公益財団法人として認定

を受けております。

■ 上記の認定を受けた法人に対して個人または法人が寄附を行った場合には、その個人・法

人ともに税法上の優遇措置が与えられます。詳細は、当財団ホームページの「寄付を行っ

た者に係わる税制」をご覧ください。

■ 当財団の事業趣旨にご賛同いただける方々からのご寄附をお待ちしております。

　詳しいことをお知りになりたい方は、当財団事務局までお問合せください。

公益財団法人秋山記念生命科学振興財団

〒064-0952  北海道札幌市中央区宮の森２条11丁目６番25号

ＴＥＬ  ０１１－６１２－３７７１

ＦＡＸ  ０１１－６１２－３３８０
メールアドレス　office@akiyama-foundation.org（担当：事務局 池田）
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